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 調 査 実 施 概 要  

 

１．調査目的 

 〇近江八幡市人権施策に関する基本計画等策定のための基礎資料とする。 

 

２．調査対象 

 〇１８歳以上の近江八幡市民 3，０００人 

 

３．調査手法 

 〇無作為抽出 

 〇郵送による配布・回収 

 〇無記名、多肢選択式、一部記述式 

 

４．調査期間 

 ○令和３年７月１６日～令和３年８月２０日 

 

５．回収状況 

 対象者数 回収数 回収率 

３，０００ １，００８ ３３％ 

 

６．報告書の味方 

○本報告書は、それぞれ配布した調査票の設問に沿う形で構成している。 

○回答結果は、少数第２位を四捨五入して、それぞれの割合を示している。そのため、単数回

答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっても、合計値が 100.0%になら

ない場合がある。このことは本報告書内の分析分、グラフ、表においても同様である。 

○複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択

肢ごとの有効回答数に対するそれぞれの割合を示している。そのため、合計が 100.0%

を超える場合がある。このことは本報告書内の分析分、グラフ、表においても同様である。 

○図表中の「無回答」とあるものは、回答が示されてない、または回答の判別が著しく困難な

ものである。 

○グラフ及び表のＮ数（number of case）は、有効標本数（集計対象者数）を表している。 

○本文中の設問の選択肢について、長い文は簡略化している場合がある。
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性別では「男性」が 4４.３%、「女性」が 5３.８%となっており、全ての年代で「女性」が「男性」を上回っ

ている。また年齢では「60歳代」「70 歳代」「８０歳以上」を合わせると 5０.２%と約半数を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.8

43.4

41.1

45.7

48.6

47.7

45.6

63.2

55.7

58.9

54.3

50.9

51.9

54.4

0

0.8

0

0

0.5

0

0

0

0

0

0

0

0.5

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10･20歳代

N=68

30歳代

N=122

40歳代

N=141

50歳代

N=151

60歳代

N=214

70歳代

N=214

80歳以上

N=79

男性 N=447 女性 N=542 その他 N=2 無回答

男性 44.3%

女性 53.8%

その他

0.2%

無回答

1.7%

［性別］
１０、２０

歳代 6.7%

３０歳代

12.1%

４０歳代

14.0%

５０歳代

15.0%６０歳代

21.2%

７０歳代

21.2%

８０歳以上

7.8%

無回答 1.9%
［年齢］
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居住地（小学校区）をみると、「八幡」が１９.６%、次いで「金田」「桐原」が 1５.２%、「安土」が 1３.９%と

なっている。 

 

  

19.6%

2.4%

0.3%

5.8%

15.2%

15.2%

6.2%

3.8%

6.3%

4.8%

13.9%

3.5%

3.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

八幡

島

沖島

岡山

金田

桐原

桐原東

馬淵

北里

武佐

安土

老蘇

無回答

［居住地（小学校区）］



3 

 

 人権尊重と価値観・社会通念について  

 

 

「そう思う（賛成）」との回答比率は、「イ．私は、自分が納得できないことは、たとえ皆が行っていても、やり

たくない」が最も高く２６．７％（前回 H２８年：22.4％）となっており、次いで「カ．葬式の時には清めの塩をま

く方がよい」が１５．２％（前回平成２８年：17.7％）、次いで「ク．差別する人だけでなく、差別される人にも問

題がある」が１３．５％（前回項目なし）となっている。 

 「そう思う（賛成）」、「どちらかといえばそう思う（どちらかといえば賛成）」の合計ポイントと「そう思わな

い（反対）」「どちらかといえばそう思わない（どちらかといえば反対）」の合計ポイントで見ると「ア．伝統や

慣習に従う方が、よい結果となりやすい」、「イ．私は、自分が納得できないことは、たとえ皆が行っていても、

やりたくない」「エ．結婚式の日どりを決めるときには、大安の日を選んだ方がよい」は賛成派の方が高く、

「ウ．国が栄えるためには、個人の自由がある程度犠牲になっても、やむをえない」「オ．結婚相手を決めると

きに、家柄についてこだわる」「カ．葬式のときには清めの塩をまくのがよい」「キ．結婚の際に相手の身元調

査をするのは当然のことである」「ク．差別する人だけでなく、差別される人にも問題がある」は反対派の方

が高くなっている。 

 

  

8.1

26.7

6.8

12.5

3.8

15.2

7.4

13.5

34.5

41.5

18.6

38.8

15.7

24.3

14.9

18.4

23.2

11.7

16

6.6

14

17.5

14

21.9

20.9

12.5

26.2

13.2

25

13.4

20.6

16.5

12.2

6.3

31.3

27.6

40.3

28.4

41.8

28.4

1.0

1.3

1.2

1.3

1.3

1.3

1.3

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア．伝統や慣習に従う方が、よい結果となりやすい

イ．私は、自分が納得できないことは、たとえ皆が行っていて

も、やりたくない

ウ．国が栄えるためには、個人の自由がある程度犠牲になっ

ても、やむをえない

エ．結婚式の日どりを決めるときには、大安の日を選んだ方が

よい

オ．結婚相手を決めるときに、家柄についてこだわる

カ．葬式の時には清めの塩をまく方がよい

キ．結婚の際に、相手の身元調査をするのは当然のことであ

る

ク．差別する人だけでなく、差別される人にも問題がある

１ そう思う ２ どちらかといえばそう思う ３ わからない ４ どちらかといえばそう思わない ５ そう思わない 無回答

問１ 次のア～クについて、あなたの考え方に最も近いものをそれぞれ選んでください。１～５の中から、

それぞれにあてはまる番号を回答用紙に記入してください。 
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                                                                                  単位：％ 

 区分 そう思う 
どちらかとい

えばそう思う 

わからな

い 

どちらかとい

えばそう思わ

ない 

そう思わ

ない 
無回答 

ア．伝統や慣習に従う方が、よい結果となりやすい 8.1 34.5  23.2  20.9  12.2  1.0  

イ．私は、自分が納得できないことは、たとえ皆が行って

いても、やりたくない 
26.7 41.5  11.7  12.5  6.3  1.3  

ウ．国が栄えるためには、個人の自由がある程度犠牲

になっても、やむをえない 
6.8 18.6  16.0  26.2  31.3  1.2  

エ．結婚式の日どりを決めるときには、大安の日を選 

んだ方がよい 
12.5 38.8  6.6  13.2  27.6  1.3  

オ．結婚相手を決めるときに、家柄についてこだわる 3.8 15.7  14.0  25.0  40.3  1.3  

カ．葬式の時には清めの塩をまく方がよい 15.2 24.3  17.5  13.4  28.4  1.3  

キ．結婚の際に、相手の身元調査をするのは当然のこ

とである 
7.4 14.9  14.0  20.6  41.8  1.3  

ク．差別する人だけでなく、差別される人にも問題があ

る 
13.5 18.4  21.9  16.5  28.4  1.4  
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ア．伝統や慣習に従う方が、よい結果となりやすい 

「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせた回答率は、男性が 47.8％で、女性は 38.6％となっ

ている。年代別では、80 歳以上だけが 50％を超えている（67.1％）。 

 

 

イ．私は、自分が納得できないことは、たとえ皆が行っていても、やりたくない 

「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせた回答率は、男性が 70.4％で、女性は 66.4％となっ

ている。年代別でも、全ての年代で 60％を超えている。 

 

  

11.6

5.2

0

2.9

5.7

4.3

4.6

7

12.1

20.3

36.2

33.4

50

29.4

26.2

38.3

28.5

36.4

37.4

46.8

17

28.8

0

22.1

29.5

24.1

35.1

20.6

19.2

10.1

20.6

21

50

27.9

27.9

19.9

19.9

21.5

20.1

10.1

14.1

10.7

0

17.6

10.7

13.4

11.9

14

10.3

8.9

0.5

0.9

0

0.1

0

0

0

0.5

0.9

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10.20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

そう思う どちらかといえばそう思う わからない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

32.4

22.1

50.0

30.9

27.0

24.8

25.8

27.1

26.2

30.4

38.0

44.3

50.0

42.6

45.1

42.6

45.7

43.9

36.0

34.2

9.6

13.7

0.0

5.9

6.6

12.8

14.6

10.7

14.0

13.9

12.3

12.9

0.0

17.6

16.4

14.2

11.9

12.6

9.8

8.9

7.4

5.5

0.0

2.9

4.9

5.7

2.0

5.6

11.2

10.1

0.2

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.8

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男 N=447

女 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

そう思う どちらかといえばそう思う わからない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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ウ．国が栄えるためには、個人の自由がある程度犠牲になっても、やむをえない 

「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせた回答率は、男性が 31.5％で、女性は 20.1％となっ

ている。年代別では、70 歳代、80 歳以上だけが 30％を超えている。 

 

 

エ．結婚式の日どりを決めるときには、大安の日を選んだ方がよい 

「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせた回答率は、男性 53.2％、女性 50.2％となっている。

年代別では、80 歳以上が最も高く（67.1％）、10,20 歳代が最も低く（38.2％）なっている。 

 

  

9.6

4.4

0.0

3.3

4.1

5.0

2.6

6.5

12.1

11.4

21.9

15.7

50.0

18.3

14.8

21.3

17.2

16.4

19.2

25.3

13.4

18.5

0.0

13.3

16.4

17.0

23.2

15.9

13.1

12.7

26.0

26.8

0.0

28.3

39.3

26.2

29.8

21.5

22.0

25.3

28.6

33.6

50.0

36.7

25.4

30.5

27.2

39.3

32.2

21.5

0.4

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

1.4

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

そう思う どちらかといえばそう思う わからない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

13.2

12.2

0.0

8.8

15.6

12.8

8.6

8.4

15.0

24.1

40.0

38.0

0.0

29.4

34.4

41.1

39.1

40.7

40.2

43.0

6.0

6.8

50.0

20.6

9.0

7.1

7.9

5.1

2.3

2.5

13.9

12.9

0.0

5.9

7.4

16.3

16.6

17.3

13.6

5.1

26.4

28.8

50.0

35.3

33.6

22.0

27.8

28.0

27.6

21.5

0.4

1.3

0.0

0.0

0.0

0.7

0.0

0.5

1.4

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男 N=447

女 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

そう思う どちらかといえばそう思う わからない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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オ．結婚相手を決めるときに、家柄についてこだわる 

「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせた回答率は、男性は、17.9％、女性は 20.7％となって

いる。年代別では、80 歳以上が最も高く（27.9％）なっている。 

 

 

カ．葬式の時には清めの塩をまく方がよい 

「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせた回答率は、男性は 37.8％、女性は 40.6％となって

いる。年代別では、40 歳代が最も高く（45.4％）、10,20 歳代が最も低く（25％）となっている。 

4.9

2.4

0.0

4.4

4.9

2.1

2.6

2.3

3.7

7.6

13.0

18.3

0.0

13.2

14.8

18.4

13.2

14.0

17.8

20.3

13.9

14.4

0.0

7.4

17.2

16.3

18.5

15.0

10.7

8.9

22.1

27.5

100.0

22.1

18.9

26.2

28.5

27.6

25.2

22.8

45.4

36.3

0.0

52.9

44.3

36.9

37.1

41.1

40.2

36.7

0.7

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.3

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男 N=447

女 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

そう思う どちらかといえばそう思う わからない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

15.0

15.3

0.0

11.7

16.4

14.9

11.9

15.9

16.8

15.2

22.8

25.3

50.0

13.3

22.1

30.5

30.5

22.9

20.6

26.6

18.3

17.0

0.0

31.7

26.2

17.0

18.5

11.7

15.9

8.9

13.2

13.7

0.0

13.3

13.1

12.1

13.2

15.0

15.4

10.1

30.2

27.5

50.0

30.0

22.1

24.8

25.8

34.6

29.4

35.4

0.4

1.3

0.0

0.0

0.0

0.7

0.0

0.0

1.9

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男 N=447

女 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

そう思う どちらかといえばそう思う わからない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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キ．結婚の際に、相手の身元調査をするのは当然のことである 

「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせた回答率は、男性は 25.3％、女性は 19.9％となって

いる。年代別では、70 歳代、80 歳以上で 25％を超えている。 

 

 

ク．差別する人だけでなく、差別される人にも問題がある 

「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせた回答率は、男性は 36.5％、女性は 28.8％となって

いる。年代別では、50 歳代以上で25％を超え、高年齢層になるにつれ高まっている。 

 

  

9.2

5.9

0.0

10.3

5.7

7.1

7.3

6.5

7.9

8.9

16.1

14.0

0.0

11.8

13.9

8.5

11.3

15.4

18.7

25.3

13.2

14.8

0.0

14.7

17.2

16.3

12.6

12.6

14.0

11.4

19.7

21.6

50.0

20.6

23.0

20.6

17.9

19.6

24.8

16.5

41.2

42.6

50.0

42.6

40.2

47.5

51.0

45.3

32.7

34.2

0.7

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

1.9

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男 N=447

女 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

そう思う どちらかといえばそう思う わからない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

14.8

12.7

0.0

8.3

9.0

9.9

11.3

15.4

17.8

20.3

21.7

16.1

0.0

13.3

12.3

12.1

13.9

22.0

23.8

29.1

21.0

22.5

50.0

15.0

25.4

22.7

27.8

17.3

24.3

17.7

15.2

17.9

0.0

26.7

20.5

20.6

16.6

15.0

12.1

10.1

26.4

29.7

50.0

36.7

32.8

34.0

29.8

30.4

20.1

19.0

0.9

1.1

0.0

0.0

0.0

0.7

0.7

0.0

1.9

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男 N=447

女 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

そう思う どちらかといえばそう思う わからない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答



9 

 

7

10.1

8.1

5.9

20.6

41.5

23.2

22.1

22.8

24.6

33.5

30.4

25.9

14.6

21.8

19.4

22.6

8.3

12.2

20.8

1

0.9

1.1

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア．すべての人が平等に扱われるべきだという考え方がいき

わたっている社会だ

イ．規律や礼儀が重んじられている社会だ

ウ．権利や自由の主張がいき過ぎている社会だ

エ．努力すればむくわれる社会だ

１ そう思う ２ どちらかといえばそう思う ３ わからない ４ どちらかといえばそう思わない ５ そう思わない 無回答

 

 

 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた比率をみると、「イ．規律や礼儀が重んじられている社

会だ」が５１．６％（前回平成２８年：４６．０％）と最も高く、次いで「ウ．権利や自由の主張がいき過ぎている社

会だ」の３１．３％（前回平成２８年：３２．７％）であった。また、「そう思わない」「どちらかといえばそう思わな

い」を合わせた比率でみると、「ア．すべての人が平等に扱われるべきだという考え方がいきわたっている社

会だ」が最も高く、4８.５%（前回平成２８年：４４．７％）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                  単位：％ 

 区分 そう思う 

どちらかと

いえばそう

思う 

どちらと

もいえな

い 

どちらかと

いえばそう

思わない 

そう思わ

ない 
無回答 

ア．すべての人が平等に扱われるべきだという考え 

  方がいきわたっている社会だ 
7 20.6  22.8  25.9  22.6  1.0  

イ．規律や礼儀が重んじられている社会だ 10.1 41.5  24.6  14.6  8.3  0.9  

ウ．権利や自由の主張がいき過ぎている社会だ 8.1 23.2  33.5  21.8  12.2  1.1  

エ．努力すればむくわれる社会だ 5.9 22.1  30.4  19.4  20.8  1.4  

問２ 次のア～エにあげる現在の日本社会に関する考え方についてどのように思いますか。１～５の中

から、それぞれにあてはまる番号を回答用紙に記入してください。 
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ア．すべての人が平等に扱われるべきだという考え方がいきわたっている社会だ 

「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせた回答率は、男性は 33.8％、女性は 22.7％となって

いる。年代別では、年齢層により異なるが 80歳以上が最も高く（43％）、30歳代が最も低く（19.7％）と

なっている。 

 

 

イ．規律や礼儀が重んじられている社会だ 

「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせた回答率は、男性は 54.6％、女性は 49.8％となって

いる。年代別では、10、20歳代が69.2％と最も高く、80歳以上は 45.5％と最も低くなっている。 

 

  

9.4

5.4

0.0

3.3

4.9

6.4

5.3

6.5

9.3

13.9

24.4

17.3

0.0

26.7

14.8

19.1

26.5

17.8

18.7

29.1

18.8

26.8

50.0

13.3

16.4

24.8

24.5

25.2

27.6

20.3

24.4

27.1

0.0

26.7

32.8

24.1

24.5

26.2

24.3

20.3

22.8

22.5

50.0

30.0

31.1

25.5

19.2

24.3

18.7

13.9

0.2

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.4

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男 N=447

女 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

そう思う どちらかといえばそう思う わからない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

12.3

8.5

0.0

22.1

8.2

13.5

6.6

8.4

9.8

10.1

42.3

41.3

50.0

47.1

41.0

44.7

45.7

41.6

38.8

35.4

24.2

25.1

0.0

5.9

20.5

21.3

30.5

25.2

30.4

25.3

11.9

16.8

0.0

17.6

17.2

13.5

11.9

13.1

13.1

21.5

9.2

7.4

50.0

7.4

13.1

7.1

5.3

11.7

6.5

5.1

0.2

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.4

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男 N=447

女 N=542

その他

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

そう思う どちらかといえばそう思う わからない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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ウ．権利や自由の主張がいき過ぎている社会だ 

「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせた回答率は、男性は 39.2％、女性は 25.4％となって

いる。年代別では、10、20歳代では 20％だが、年齢層が上がるにつれ高まっている。 

 

 

エ．努力すればむくわれる社会だ 

「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせた回答率は、男性は 33.6％、女性は 24％となってい

る。年代別では、最も多い 80歳以上は 45.6％、最も低い 40歳以上は 19.1％で、その差は 25％を超え

ている。 

 

  

11.2

5.7

0.0

6.7

3.3

6.4

8.6

8.4

11.2

7.6

28.0

19.7

50.0

13.3

26.2

19.9

24.5

23.8

23.4

31.6

28.0

37.6

50.0

28.3

28.7

43.3

35.1

34.6

30.8

29.1

19.7

24.0

0.0

35.0

27.9

22.7

23.2

18.2

19.6

16.5

13.0

11.8

0.0

16.7

13.9

7.8

8.6

15.0

13.1

12.7

0.2

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.9

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男 N=447

女 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

そう思う どちらかといえばそう思う わからない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

7.4

4.6

0.0

3.3

4.1

3.5

4.0

4.7

8.4

15.2

26.2

19.4

0.0

16.7

19.7

15.6

26.5

20.1

25.7

30.4

28.9

31.4

100.0

21.7

32.0

34.8

28.5

34.1

29.9

24.1

20.8

18.5

0.0

26.7

18.0

21.3

26.5

22.4

14.5

6.3

16.1

24.9

0.0

31.7

26.2

24.8

14.6

17.8

19.2

21.5

0.7

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

2.3

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男 N=447

女 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

そう思う どちらかといえばそう思う わからない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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 女性の人権について  

 

 

「１．平等である」の回答比率は「ア．家庭では」が最も高く４６.７%（前回平成２８年：５０．６％）、次いで

「イ．夫婦の間では」が４４.７%（前回平成２８年：４８．３％）、「ウ．学校教育では」が 4２.４%（前回平成２８

年：４５．３％）となっている。一方で、「２．平等ではない」の回答は、「オ．しきたりや慣習では」が最も高く５９．

１％（前回平成２８年：44.3%）となっている。 

 

                                                                                単位：％ 

 区分 平等 不平等 
どちらとも 

いえない 
わからない 無回答 

ア．家庭では 46.7 27.1  23.0  2.1  1.1  

イ．夫婦の間では 44.7 27.1  23.2  3.6  1.4  

ウ．学校教育では 42.4 16.0  25.5  15.1  1.1  

エ．職場では 19.5 41.7  27.6  9.7  1.5  

オ．しきたりや慣習では 7.2 59.1  26.2  6.4  1.0  

カ．法律や制度では 21.3 34.4  31.3  12.0  1.0  

キ．社会、政治活動への参加では 18.1 41.5  27.1  12.4  1.0  

ク．地域、近所づきあいでは 23.9 28.7  36.2  10.3  0.9  

 

46.7

44.7

42.4

19.5

7.2

21.3

18.1

23.9

27.1

27.1

16

41.7

59.1

34.4

41.5

28.7

23

23.2

25.5

27.6

26.2

31.3

27.1

36.2

2.1

3.6

15.1

9.7

6.4

12

12.4

10.3

1.1

1.4

1.1

1.5

1

1

1

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア．家庭では

イ．夫婦の間では

ウ．学校教育では

エ．職場では

オ．しきたりや慣習では

カ．法律や制度では

キ．社会、政治活動への参加では

ク．地域・近所づきあいでは

1 平等である 2 平等ではない 3 どちらともいえない 4 わからない 無回答

問３ 次のア～クの項目における男女の地位について、どのように思いますか。１～４の中から、それぞ

れにあてはまる番号を回答用紙に記入してください。 
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ア．家庭では 

「平等である」との回答率は、男性は 57.5％、女性は 38.9％となっている。年代別では、10,20 歳代、

40 歳代、80 歳以上で、50％を超えている。 

 

 

イ．夫婦の間では 

「平等である」との回答率は、男性は 56.6％、女性は 36.2％で、その差は 20 ポイント。年代別では、30

歳代、40 歳代では 50％だが、その他の年齢層は 50％を下回り、80歳以上では 31.6％となっている。 

  

 

  

57.5

38.9

0.0

56.7

41.8

51.1

44.4

47.7

44.9

53.2

19.5

32.8

100.0

23.3

31.1

31.9

27.8

25.7

25.2

20.3

21.3

24.5

0.0

16.7

21.3

15.6

26.5

23.8

27.1

24.1

1.3

2.8

0.0

3.3

4.9

1.4

1.3

2.3

1.9

0.0

0.4

0.9

0.0

0.0

0.8

0.0

0.0

0.5

0.9

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

平等である 平等ではない どちらともいえない わからない 無回答

56.6

36.2

0.0

43.3

50.0

51.8

43.7

48.1

43.5

31.6

18.6

33.8

50.0

26.7

26.2

25.5

32.5

25.2

25.2

27.8

20.8

24.7

50.0

20.0

20.5

18.4

19.9

22.0

27.6

34.2

3.1

4.1

0.0

10.0

2.5

4.3

3.3

4.2

1.9

2.5

0.9

1.3
0.0

0.0

0.8

0.0

0.7

0.5

1.9

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

平等である 平等ではない どちらともいえない わからない 無回答
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ウ．学校教育では 

「平等である」との回答率は、男性は 50.3％、女性は 35.6％で、その差は 14 ポイント。年代別では、

10、20 歳代が最も高く（48.5％）、80 歳以上が最も低く（36.7％）なっている。 

 

 

エ．職場では 

「平等ではない」との回答率は、男性は 39.1％、女性は 43.5％となっている。年代別では、60 歳代以下

では 40％を超えている。 

 

  

50.3

35.6

50.0

48.5

41.0

47.5

43.7

42.5

38.8

36.7

16.6

15.7

0.0

27.9

22.1

12.8

21.9

14.5

10.3

10.1

20.4

29.7

50.0

19.1

22.1

26.2

21.2

27.6

28.5

30.4

12.3

17.7

0.0

4.4

13.9

12.8

12.6

15.4

20.6

21.5

0.4

1.3

0.0

0.0

0.8

0.7

0.7

0.0

1.9

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

平等である 平等ではない どちらともいえない わからない 無回答

25.1

15.5

0.0

27.9

27.0

22.7

19.9

21.0

14.0

8.9

39.1

43.5

100.0

41.2

46.7

47.5

46.4

43.0

35.0

27.8

26.8

28.0

0.0

20.6

19.7

24.8

29.1

29.4

32.7

29.1

8.1

11.4

0.0

10.3

6.6

3.5

4.6

6.5

15.9

29.1

0.9

1.5

0.0

0.0

0.0

1.4

0.0

0.0

2.3

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

平等である 平等ではない どちらともいえない わからない 無回答
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オ．しきたりや慣習では 

「平等ではない」との回答率は、男性は 57.7％、女性は 60.7％となっている。年代別では、40 歳代が最

も高く（67.4％）、最も低い 80歳以上でも 40％を超えている。 

 

 

カ．法律や制度では 

「平等ではない」との回答率は、男性は 31.8％、女性は 36.5％となっている。年代別では、10、20 歳代

が最も高く（50％）で、年齢層が高くなるにつれ低くなっている。 

 

 

10.1

5.0

0.0

16.2

4.9

5.0

6.6

6.1

7.9

10.1

57.7

60.7

50.0

57.4

66.4

67.4

65.6

63.1

49.5

41.8

26.6

26.2

0.0

14.7

20.5

22.0

21.9

27.1

33.6

39.2

5.4

7.2

50.0

11.8

8.2

5.7

6.0

3.7

7.5

6.3

0.2

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.4

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

平等である 平等ではない どちらともいえない わからない 無回答

31.3

13.7

0.0

25.0

13.9

23.4

19.9

23.4

22.4

25.3

31.8

36.5

100.0

50.0

47.5

38.3

33.8

36.9

25.7

13.9

27.7

34.7

0.0

11.7

25.4

29.1

39.7

30.8

35.0

36.7

8.9

14.2

0.0

13.3

13.1

9.2

6.6

8.9

15.4

21.5

0.2

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.4

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

平等である 平等ではない どちらともいえない わからない 無回答
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キ．社会、政治活動への参加では 

「平等ではない」との回答率は、男性は 36.7％、女性は 45.8％となっている。年代別では、60 歳代以下

では 40％を超えるが、70歳代、８０歳以上では 30％以下となっている。 

 

 

ク．地域・近所づきあいでは 

「平等である」との回答率は、男性は 32.2％、女性は 17.3％で、その差は 14.9 ポイント。年代別では、

30 歳代が最も低く（17.2％）、８０歳以上が最も高く（39.2％）なっている。 

 

  

28.9

9.6

0.0

22.1

13.9

15.6

10.6

22.0

21.0

24.1

36.7

45.8

100.0

47.1

47.5

51.8

46.4

43.5

30.8

27.8

26.6

27.3

0.0

22.1

22.1

23.4

26.5

24.8

33.6

32.9

7.6

16.4

0.0

22.1

16.4

9.2

16.6

9.8

13.1

12.7

0.2

0.9

0.0

8.8

0.0

0.0

0.0

0.0

1.4

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

平等である 平等ではない どちらともいえない わからない 無回答

32.2

17.3

0.0

32.4

17.2

22.0

17.9

23.8

25.7

39.2

25.5

31.0

50.0

26.5

35.2

35.5

32.5

29.9

22.0

13.9

32.0

40.6

0.0

20.6

34.4

34.0

36.4

39.3

43.0

35.4

10.1

10.3

50.0

20.6

13.1

8.5

13.2

7.0

8.4

8.9

0.2

0.7

0.0

20.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 N=447

女性N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

平等である 平等ではない どちらともいえない わからない 無回答
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 「４．女性の就業機会の確保や職業能力開発の機会、ワークライフバランスを推進する環境を充実する」が

６２．８％と最も高く、次いで「８．捜査や裁判で被害女性が届けやすい仕組みをつくる」が６２．５％、次いで

「３．男女平等や性についての教育を充実する」が５９．６％となっている。 

 

 

  

46

31.9

59.6

62.8

49.7

51.9

58.3

62.5

34.7

2.3

2.8

5.9

1.2

40.9

34.0

58.4

59.3

52.6

42.3

53.5

56.8

29.8

3.1

3.1

6.0

0.7

50.4

30.3

60.7

66.4

47.6

60.0

62.5

67.5

38.2

1.5

2.6

5.7

1.1

100

100

100

100

100

100

100

100

100

0

0

0

0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女性性のための各種相談体制を充実する

女性性の人権を守るための啓発活動を推進する

男性女性平等や性についての教育を充実する

女性性の就業機会の確保や職業能力開発の機会、ワークラ

イフバランスを推進する環境を充実する

議員、企業役員や行政の審議会等への女性性の参画を推

進する

女性性が暴力等の被害から避難するための「シェルター・緊

急待避所」を整備する

女性性が被害者になる犯罪の取締りを強化する

捜査や裁判で被害女性性が届け出しやすい仕組みをつくる

テレビ、映画、新聞、雑誌、インターネットなどのメディアの倫

理規程を強化する

特に必要なことはない

わからない

その他

無回答

全体 N=1008 男性 N=447 女性 N=542 その他 N=2

問４ 女性の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。あてはまる番号のすべてを

回答用紙に記入してください。 

単位：％ 



18 

 

 こどもの人権について  

 

 

 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた比率でみると、「オ．児童の権利の保護・擁護のため、

児童買春・児童ポルノに対し、もっと厳しい罰則を設けるべきである」が８５．５％（前回平成２８年：８５．２％） 

と最も高く、次いで「ウ．少年による凶悪犯罪に対しては、大人と同様に厳しい罰則を適用し、刑事責任を

とらせるべきである」が７４．５％（前回平成２８年：７７．３％）であった。また、「そう思わない」「どちらかといえ

ばそう思わない」を合わせた比率でみると、「カ．家庭の経済的事情により子どもの生活環境に格差が生じ

てもしかたがない」が最も高く、６９.０%（前回項目なし）であった。 

 

  

17.6

10.7

45.3

5.7

60.1

6

13

24.9

20.2

29.2

22.8

25.4

9.7

25.4

15.5

18.3

15.6

34.7

8.5

13.7

18.2

11.3

23.5

5.1

17.7

1.5

22.3

13.8

29.4

25.4

3.3

17.5

2.7

46.7

28

1.4

1.9

1.6

1.7

1.8

1.6

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア．学校での体罰は許されないが、場合によっては認められ

ることもある

イ．過剰な規律と思われる校則でも、学校教育では必要であ

る

ウ．少年による凶悪犯罪に対しては、大人と同様に厳しい罰

則を適用し、刑事責任をとらせるべきである

エ．子どもは親に養われ、教えを諭される存在であるから親の

助言や意見に従うべきである

オ．児童の権利の保護・擁護のため、児童売春・児童ポルノ

に対し、もっと厳しい罰則を設けるべきである

カ．家庭の経済的事情により、子どもの教育環境に格差が生

じてもしかたがない

キ．保護者による子どもへの体罰は許されないことだが、場合

によっては認められることもある

1 そう思う 2 どちらかといえばそう思う 3 どちらともいえない 4 どちらかといえばそう思わない 5 そう思わない 無回答

問５ 子どもに対する次のア～キの意見についてどのように思いますか。１～５の中から、それぞれにあ

てはまる番号を回答用紙に記入してください。 
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                                                                                単位：％ 

 区分 そう思う 

どちらかと

いえばそ

う思う 

どちらとも 

いえない 

どちらかと

言えばそう

思わない 

そう思わ

ない 
無回答 

ア．学校での体罰は許されないが、場合によっては認めら

れることもある 
17.6 24.9  15.5  11.3  29.4  1.4  

イ．過剰な規律と思われる校則でも、学校教育では必要である 10.7 20.2  18.3  23.5  25.4  1.9  

ウ．少年による凶悪犯罪に対しては、大人と同様に厳しい

罰則を適用し、刑事責任をとらせるべきである 
45.3 29.2  15.6  5.1  3.3  1.6  

エ．子どもは親に養われ、教えを諭される存在であるから

親の助言や意見に従うべきである 
5.7 22.8  34.7  17.7  17.5  1.7  

オ．児童の権利の保護・擁護のため、児童売春・児童ポ

ルノに対し、もっと厳しい罰則を設けるべきである 
60.1 25.4  8.5  1.5  2.7  1.8  

カ．家庭の経済的事情により、子どもの教育環境に格差

が生じてもしかたがない 
6 9.7  13.7  22.3  46.7  1.6  

キ．保護者による子どもへの体罰は許されないことだが、

場合によっては認められることもある 
13 25.4  18.2  13.8  28.0  1.7  
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ア．学校での体罰は許されないことだが、場合によっては認められることもある 

「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせた回答率は、男性 53.2％、女性 34.1％となっている。

年代別では、30 歳代から年齢層が上がるにつれ、高くなっている。 

 

 

イ．過剰な規律と思われる校則でも、学校教育では必要である 

「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせた回答率は、男性 33.1％、女性 29.4％となっている。

年代別では、年齢層が上がるにつれ、高くなっている。 

 

  

22.1

14.2

0.0

10.3

10.7

14.2

17.9

17.8

20.6

34.2

31.1

19.9

0.0

23.5

23.0

27.0

27.8

21.5

26.6

25.3

12.8

17.5

50.0

7.4

16.4

21.3

19.9

13.6

15.4

7.6

8.1

13.7

50.0

13.2

14.8

10.6

9.9

11.2

11.7

5.1

25.3

33.2

0.0

45.6

35.2

27.0

24.5

36.0

22.4

24.1

0.7

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.3

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

そう思う どちらかといえばそう思う わからない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

11.4

10.0

0.0

5.9

5.7

7.1

9.9

9.8

17.3

13.9

21.7

19.4

0.0

11.8

17.2

19.9

19.9

17.8

21.5

36.7

18.6

18.1

0.0

13.2

13.9

22.0

19.9

20.6

18.2

15.2

21.7

25.5

0.0

23.5

38.5

24.1

26.5

25.7

18.2

5.1

26.0

24.9

100.0

45.6

23.8

27.0

23.8

25.7

21.0

24.1

0.7

2.2

0.0

0.0

0.8

0.0

0.0

0.5

3.7

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

そう思う どちらかといえばそう思う わからない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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ウ．少年が凶悪犯罪を犯した場合には、大人と同様に厳しい罰則を適用し、刑事責任をとらせるべ

きである 

「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせた回答率は、男性 73.8％、女性 75.6％となっている。

年代別では、全ての年齢層で 65％を超えている。 

 
 

エ．子どもは親に養われ、教えを諭される存在であるから親の助言や意見に従うべきである 

「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせた回答率は、男性 35.8％、女性 22.1％となっている。

年代別では、80 歳以上が最も高く（38％）なっている。 

 

 

45.6

45.9

50.0

47.1

50.8

53.9

51.0

43.9

38.8

35.4

28.2

29.7

0.0

25.0

26.2

34.0

28.5

28.0

29.4

31.6

13.0

17.7

50.0

8.8

13.9

10.6

12.6

18.7

19.6

20.3

7.6

3.0

0.0

13.2

4.1

0.7

4.0

6.1

5.1

6.3

4.9

2.0

0.0

5.9

4.1

0.7

4.0

2.8

3.7

3.8

0.7

1.7

0.0

0.0

0.8

0.0

0.0

0.5

3.3

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

そう思う どちらかといえばそう思う わからない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

7.8

3.5

0.0

4.4

4.1

4.3

4.6

6.5

5.6

7.6

28.0

18.6

0.0

20.6

20.5

25.5

21.2

20.6

23.8

30.4

32.4

36.3

100.0

29.4

37.7

32.6

43.7

32.7

33.6

30.4

14.5

20.8

0.0

20.6

17.2

15.6

17.2

23.4

15.4

15.2

16.6

18.8

0.0

25.0

19.7

22.0

13.2

16.8

18.2

11.4

0.7

1.8

0.0

0.0

0.8

0.0

0.0

0.0

3.3

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

そう思う どちらかといえばそう思う わからない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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オ．児童の権利の保護・擁護のため、児童売春・児童ポルノに対し、もっと厳しい罰則を設けるべ

きである 

「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせた回答率は、男性 81.9％、女性 89％となっている。年

代別でも全ての年齢層で80％を超えている。 

 

 

カ．家庭の経済的事情により、子どもの教育環境に格差が生じてもしかたがない 

「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせた回答率は、男性 19.2％、女性 12.8％となっている。

年代別では、40 歳代が最も高く（24.1％）なっている。 

 

  

55.5

64.8

50.0

63.2

63.1

57.4

62.9

59.8

58.4

62.0

26.4

24.2

50.0

25.0

18.0

25.5

28.5

29.0

24.8

22.8

12.3

5.7

0.0

5.9

13.9

10.6

7.9

7.0

7.0

10.1

2.2

0.9

0.0

2.9

1.6

2.8

0.0

1.4

1.9

0.0

2.9

2.4

0.0

2.9

2.5

2.8

0.7

2.8

4.2

1.3

0.7

2.0

0.0

0.0

0.8

0.7

0.0

0.0

3.7

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

そう思う どちらかといえばそう思う わからない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

8.5

3.9

0.0

5.9

12.3

7.8

4.6

3.7

4.7

5.1

10.7

8.9

50.0

5.9

9.8

16.3

9.9

7.9

7.9

11.4

12.3

15.3

0.0

10.3

15.6

15.6

15.2

8.9

17.3

13.9

22.8

22.1

0.0

29.4

19.7

19.9

19.9

22.4

25.2

21.5

45.0

48.0

50.0

48.5

41.8

40.4

50.3

57.0

41.1

44.3

0.7

1.8

0.0

0.0

0.8

0.0

0.0

0.0

3.7

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

そう思う どちらかといえばそう思う わからない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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キ．保護者による子どもへの体罰は許されないことだが、場合によっては認められることもある 

「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせた回答率は、男性 46.1％、女性 32.1％となっている。

年代別では、10、20 歳代が最も低く（29.4％）、80歳以上が最も高く（51.9％）なっている。 

 

 

 

 

 

  

17.2

9.6

0.0

8.8

13.9

14.9

11.3

9.8

13.6

22.8

28.9

22.5

0.0

20.6

22.1

29.8

27.2

23.4

25.2

29.1

16.1

19.9

0.0

14.7

23.0

15.6

18.5

16.4

21.5

15.2

12.1

15.5

50.0

13.2

15.6

13.5

13.2

17.3

13.1

7.6

25.1

30.6

50.0

42.6

24.6

26.2

29.8

33.2

22.9

21.5

0.7

1.8

0.0

0.0

0.8

0.0

0.0

0.0

3.7

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

そう思う どちらかといえばそう思う わからない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答



24 

 

 

 

 

 「３．関係機関の連携による虐待の未然防止、早期発見、早期対応を徹底する」が８３．６％と最も高く、次い

で「６．大人が他人に対する思いやりなどを教える（善悪や道徳）」が７３．２％、次いで「７．大人が子どもの

意思や個性を尊重する」が６９．８％となっている。 

 

  

63.8

40.9

83.6

34.8

63.9

73.2

69.8

0.5

2.0

5.7

0.9

57.9

39.6

83.0

32.9

61.5

69.4

66.0

0.7

2.7

5.4

0.2

69.2

42.1

84.5

36.9

66.1

76.9

74.0

0.4

1.5

5.7

0.9

100.0

100.0

100.0

50.0

50.0

100.0

100.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

１．子どものための各種相談体制を充実する

２．子どもの人権を守るための啓発活動を推進する

３．関係機関の連携による虐待の未然防止、早期発見、早期

対応を徹底する

４．体罰禁止を徹底する

５．教師の資質を高める

６．大人が他人に対する思いやりなどを教える（善悪や道徳）

７．大人が子どもの意思や個性を尊重する

8．特に必要なことはない

9．わからない

10．その他

無回答

全体 N=1008 男性 N=447 女性 N=542 その他 N=2

問６ 子どもの人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。あてはまる番号すべてを回

答用紙に記入してください。 

単位：％ 
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                                                                                単位：％ 

 区分 

10･20 歳

代 

【N=68】 

30 歳代 

【N=122】 

40 歳代 

【N=141】 

50 歳代 

【N=151】 

60 歳代 

【N=214】 

70 歳代 

【N=214】 

80 歳代

以上 

【N=79】 

子どものための各種相談体制を充実する 55.9 69.7 56.0 60.9 64.5 66.8 74.7 

子供の人権を守る為の啓発活動を推進

する 
25 34.4 31.2 34.4 42.1 51.9 63.3 

関係機関の連携による虐待の未然防止、

早期発見、早期対応を徹底する 
89.7 82.0 78.0 84.1 84.6 84.6 88.6 

体罰禁止を徹底する 32.4 35.2 27.7 29.8 39.7 40.2 34.2 

教師の資質を高める 52.9 59.0 60.3 60.3 70.1 68.2 65.8 

大人が他人に対する思いやりなどを教え

る（善悪や道徳） 
64.7 70.5 74.5 70.2 78.0 71.5 84.8 

大人が子どもの意思や個性を尊重する 88.2 80.3 68.8 64.9 70.1 69.6 59.5 

特に必要なことはない 1.5 0.8 0.7 0 ０ 0.9 0 
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 高齢者の人権について  

 

 

「問題だと思う」「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた比率でみると、「エ．財産管理面などでの権

利侵害や悪質商法、特殊詐欺などの被害が多いこと」が９０．８％と最も高く、次いで「オ．病院や施設、家庭

において劣悪な処遇や拘束、虐待があること」が８８．７％であった。また、「問題ではない」「どちらかといえば

問題ではない」を合わせた比率でみると、「イ．ボランティアや地域活動など社会参加を通じて能力を発揮す

る場が少ないこと」が最も高く、３８.６%であった。 

 

 

 

 

 

 

  

8.4

9.2

5.1

2.3

2.9

3.7

3.5

6.4

21.1

29.4

11.7

5.4

6.5

14

12.5

21

44.5

41.1

39.4

22.9

29.1

42.8

36.9

43.6

24.3

18.3

41.9

67.9

59.6

37.9

45.2

26.7

1.6

2.1

2.0

1.6

1.9

1.7

1.9

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア．働く能力を発揮する機会が少ないこと

イ．ボランティアや地域活動など社会参加を通じて能力を発

揮する場が少ないこと

ウ．経済的に自立が困難なこと

エ．財産管理面などでの権利侵害や悪質商法、特殊詐欺な

どの被害が多いこと

オ．病院や施設、家庭において劣悪な処遇や拘束、虐待な

どがあること

カ．道路の段差など環境や建物、製品等が高齢者に使いや

すくつくられていないこと

キ．必要な情報を高齢者に分かりやすく伝える配慮が足りな

いこと

ク．高齢者の意見や行動を尊重しないこと

１ 問題ではない ２ どちらかといえば問題ではない ３ どちらかといえば問題だと思う ４ 問題だと思う 無回答

問７ 高齢者（６５歳以上）に関する次のア～クのことについて、どう思いますか。１～５の中から、それぞ

れにあてはまる番号を回答用紙に記入してください。 
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ア．働く能力を発揮する機会が少ないこと 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 61.6％、女性 74.7％と

なっている。年代別では、10、20 歳代が最も高く（76.5％）、80歳以上が最も低く（54.5％）なっている。 

 

 

イ．ボランティアや地域活動など社会参加を通じて能力を発揮する場が少ないこと 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 50.3％、女性 67％となっ

ている。年代別では、10,20 歳代が最も高く（70.6％）、70 歳代が最も低く（41.1％）なっている。 

 

 

 

 

11.4

6.3

0.0

8.8

8.2

8.5

3.3

7.9

10.7

15.2

26.4

17.2

0.0

14.7

21.3

21.3

21.9

17.3

27.1

22.8

38.3

49.6

100.0

44.1

45.9

41.8

45.0

50.9

41.6

38.0

23.3

25.1

0.0

32.4

24.6

28.4

29.8

23.8

17.8

16.5

0.7

1.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.8

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

13.2

6.3

0.0

7.4

6.6

9.9

7.9

7.9

13.1

11.4

35.1

24.7

0.0

22.1

24.6

27.0

21.9

29.9

41.6

29.1

34.0

46.9

100.0

44.1

46.7

44.0

47.7

43.0

29.9

38.0

16.3

20.1

0.0

26.5

22.1

19.1

22.5

18.7

11.2

13.9

1.3

2.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

4.2

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答
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ウ．経済的に自立が困難なこと 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 75.4％、女性 86.5％と

なっている。年代別では、30 歳代が最も高く（89.4％）、80 歳以上が最も低く（64.6％）なっている。 

 

 

エ．財産管理面などでの権利侵害や悪質商法、特殊詐欺などの被害が多いこと 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 86.6％、女性 94.7％と

なっている。年代別では、全ての年齢層で 75％を超えている。 

 

  

6.7

3.9

0.0

4.4

4.1

3.5

2.6

3.3

7.9

12.7

16.8

7.6

0.0

10.3

6.6

9.9

8.6

11.2

17.8

16.5

38.9

40.2

0.0

36.8

40.2

33.3

43.7

44.9

38.3

34.2

36.5

46.3

100.0

48.5

49.2

53.2

45.0

40.2

31.8

30.4

1.1

2.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

4.2

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

3.1

1.7

0.0

1.5

1.6

1.4

0.7

1.4

4.7

5.1

9.4

2.2

0.0

1.5

1.6

4.3

3.3

5.6

8.9

11.4

22.6

23.1

0.0

19.1

18.0

21.3

24.5

26.6

23.8

21.5

64.0

71.6

100.0

77.9

78.7

73.0

71.5

65.9

59.8

57.0

0.9

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

2.8

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答
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オ．病院や施設、家庭において劣悪な処遇や拘束、虐待などがあること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 84.6％、女性 92.6％と

なっている。年代別では、全ての年齢層で 70％を超えている。 

 

 

カ．道路の段差など環境や建物、製品等が高齢者に使いやすくつくられていないこと 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 73.4％、女性 87％となっ

ている。年代別では、全ての年齢層で75％を超えている。 

 

  

4.0

2.0

0.0

0.0

2.5

1.4

0.7

4.2

4.7

5.1

10.3

3.7

0.0

2.9

3.3

4.3

6.6

7.0

7.9

15.2

31.1

27.5

0.0

32.4

27.9

26.2

33.1

27.6

32.7

20.3

53.5

65.1

100.0

64.7

66.4

68.1

59.6

60.7

51.9

51.9

1.1

1.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

2.8

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

5.4

2.4

0.0

2.9

2.5

4.3

2.6

3.7

5.1

3.8

20.4

8.9

0.0

11.8

14.8

14.2

14.6

13.6

15.4

12.7

43.0

42.4

100.0

39.7

41.8

45.4

45.0

42.1

42.1

43.0

30.4

44.6

0.0

45.6

41.0

35.5

37.7

40.7

34.6

34.2

0.9

1.7

0.0

0.0

0.0

0.7

0.0

0

2.8

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答
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キ．必要な情報を高齢者に分かりやすく伝える配慮が足りないこと 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 74％、女性 89.3％となっ

ている。年代別では、全ての年齢層で70％を超えている。 

 

 

ク．高齢者の意見や行動を尊重しないこと 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 60.6％、女性 78.1％と

なっている。年代別では、全ての年齢層で 60％を超えている。 

 

  

5.8

1.7

0.0

2.9

4.1

2.1

1.3

2.8

6.1

5.1

19.0

7.2

0.0

10.3

12.3

16.3

9.3

10.3

14.5

15.2

37.1

37.3

50.0

36.8

38.5

36.9

45.0

36.9

33.2

34.2

36.9

52.0

50.0

50.0

45.1

44.0

44.4

50.0

42.1

40.5

1.1

1.8

0.0

0.0

0.0

0.7

0.0

0.0

4.2

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

9.4

4.2

0.0

4.4

12.3

8.5

4.0

5.1

6.1

6.3

28.2

15.7

0.0

23.5

23.8

27.0

24.5

17.8

20.1

13.9

39.1

46.9

0.0

38.2

40.2

41.1

50.3

43.9

44.9

36.7

21.5

31.2

100.0

33.8

23.8

23.4

20.5

32.2

24.3

36.7

1.8

2.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

0.9

4.7

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答
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  「３．関係機関の連携による虐待の未然防止、早期発見、早期対応を徹底する」が６４．２％と最も高く、次

いで「５．地域での高齢者の見守り体制を充実させる」が６１．０％、次いで「１．高齢者のための各種相談体

制を充実する」が５８．７％となっている。 

 

 

 

 

  

58.7

31.3

64.2

57.8

61.0

54.1

44.5

52.7

3.8

0.0

4.0

3

53.0

29.1

61.5

53.5

54.6

52.6

40.9

48.1

5.4

0.0

3.1

3.1

63.5

32.8

66.8

61.8

66.8

55.7

47.0

57.0

2.4

0.0

4.8

2.8

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

50.0

100.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

１．高齢者のための各種相談体制を充実する

２．高齢者の人権を守るための啓発活動を推進する

３．関係機関の連携による虐待の未然防止、早期発見、早

期対応を徹底する

４．高齢者の就職機会を増やす

５．地域での高齢者の見守り体制を充実させる

６．高齢者と他の世代との交流を進める

７．成年後見制度（※注）など高齢者の権利と財産を守るた

めの制度の利用を促進する

８．高齢者のつどいの場を増やす

9．特に必要なことはない

10．わからない

11．その他

無回答

全体N=1008 男性 N=447 女性 N=542 その他 N=2

問８ 高齢者の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。あてはまる番号すべてを

回答用紙に記入してください。 

単位：％ 
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                                                                                 単位：％ 

 区分 

10･20

歳代 

【N=68】 

30 歳代 

【N=122】 

40 歳代 

【N=141】 

50 歳代 

【N=151】 

60 歳代 

【N=214】 

70 歳代 

【N=214】 

80 歳代

以上 

【N=79】 

高齢者のための各種相談体制を充実する 47.1 59.0 48.9 60.3 58.4 65.4 65.8 

高齢者の人権を守るための啓発活動を推

進する 
19.1 22.1 22.7 26.5 33.2 39.7 51.9 

関係機関の連携による虐待の未然防止、

早期発見、早期対応を徹底する 
67.6 59.8 68.1 62.3 65.4 66.8 59.5 

高齢者の就職機会を増やす 51.5 60.7 61.0 63.6 62.1 54.7 41.8 

地域での高齢者の見守り体制を充実させ

る 
57.4 54.9 58.2 59.6 63.1 65.0 69.6 

高齢者と他の世代との交流を進める 55.9 55.7 54.6 58.9 52.8 49.1 58.2 

成年後見制度（※注）など高齢者の権利と

財産を守るための制度の利用を促進する 
50.0 41.8 44.7 47.0 44.4 43.0 41.8 

高齢者のつどいの場を増やす 60.3 54.1 55.3 47.7 47.2 54.7 63.3 

特に必要なことはない 2.9 3.3 1.4 3.3 4.2 4.7 6.3 

わからない 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

その他 5.9 3.3 2.8 4.0 5.6 2.3 6.3 

無回答 1.5 3.3 3.5 2.6 1.9 2.8 5.1 
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 障がいがある人の人権について   

 

 

「問題だと思う」「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた比率でみると、「ク．差別的な言動をされる

こと」が９４％で最も高く、次いで「オ．病院や施設、家庭において劣悪な処遇や拘束、虐待などがあること」

が９１．５％であった。また、「問題でない」「どちらかといえば問題ではない」を合わせた比率でみると、「ウ．

スポーツやレクリエーション、文化活動、地域活動等に気楽に参加できないこと」が最も高く、１６.０%であっ

た。 

 

 

 

 

  

3.0

2.7

3.5

3.4

2.6

2.1

1.8

1.3

6.0

6.1

12.5

7.1

3.8

5.1

5.3

2.6

35.9

39.6

49.1

30.3

29.1

34.3

40.8

18.6

53.9

49.7

32.6

57.2

62.4

56.8

50.3

75.4

1.3

2.0

2.3

2.0

2.2

1.7

1.9

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア．障がいのある人についての理解や認識が十分でないこと

イ．働く場所や機会が少なく、働く場での待遇が十分でないこと

ウ．スポーツやレクリエーション、文化活動、地域活動等に気

軽に参加できないこと

エ．財産管理面などでの権利侵害や悪徳商法、特殊詐欺な

どの被害が多いこと

オ．病院や施設、家庭において劣悪な処遇や拘束、虐待など

があること

カ．道路の段差など環境や建物、製品等が障がいのある人に

使いやすくつくられていないこと

キ．必要な情報を障がいのある人に分かりやすく伝える配慮が

足りないこと

ク．差別的な言動をされること

１ 問題ではない ２ どちらかといえば問題ではない ３ どちらかといえば問題だと思う ４ 問題だと思う 無回答

問９ 障がいがある人に関する次のア～クのことがらについて、どう思いますか。１～４の中から、それぞ

れにあてはまる番号を回答用紙に記入してください。 
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ア．障がいのある人についての理解や認識が十分でないこと 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 88.6％、女性 91.2％と

なっている。年代別では、全ての年齢層で 75％を超えている。 

 

 

イ．働く場所や機会が少なく、働く場での待遇が十分でないこと 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 87.1％、女性 91.9％と

なっている。年代別では、50 歳代が最も高く（96.6％）で、全ての年齢層で 75％を超えている。 

 

 

  

4.3

1.8

0.0

1.7

1.6

1.4

0.7

3.3

5.1

6.3

6.7

5.4

0.0

3.3

3.3

4.3

2.6

7.5

7.9

11.4

37.4

34.7

0.0

28.3

29.5

30.5

41.1

40.7

40.2

30.4

51.2

56.5

100.0

66.7

65.6

63.8

55.6

48.1

44.4

46.8

0.4

1.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

2.3

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

3.6

1.7

0.0

0.0

2.5

4.3

0.7

2.3

3.3

3.8

8.5

4.1

0.0

8.3

6.6

7.1

2.6

6.1

5.6

8.9

42.1

37.8

50.0

31.7

44.3

39.7

37.7

35.5

47.7

35.4

45.0

54.1

50.0

60.0

45.9

48.9

58.9

55.6

39.7

44.3

0.9

2.4

0.0

0.0

0.8

0.0

0.0

0.5

3.7

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答
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ウ．スポーツやレクリエーション、文化活動、地域活動等に気軽に参加できないこと 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 76.9％、女性 86％となっ

ている。年代別では、全ての年齢層で70％を超えている。 

 

 

エ．財産管理面などでの権利侵害や悪質商法、特殊詐欺などの被害が多いこと 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 84.2％、女性 90.8％と

なっている。年代別では、全ての年齢層で 80％を超えている。 

 

  

5.4

1.8

0.0

0.0

4.9

4.3

2.6

2.8

4.2

3.8

15.9

10.0

0.0

15.0

10.7

12.1

9.9

12.6

14.5

16.5

49.2

48.5

100.0

40.0

50.8

47.5

51.0

50.5

50.9

43.0

27.7

37.5

0.0

45.0

33.6

36.2

36.4

33.2

25.7

27.8

1.8

2.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

4.7

8.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

5.1

1.8

0.0

2.9

4.1

4.3

3.3

2.3

3.7

2.5

9.2

5.7

0.0

5.9

5.7

5.0

9.9

6.5

9.8

5.1

32.7

28.8

0.0

30.9

36.1

26.2

25.8

31.3

31.8

31.6

51.5

62.0

100.0

60.3

54.1

64.5

60.9

58.9

51.4

53.2

1.6

1.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

3.3

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答



36 

 

オ．病院や施設、家庭において劣悪な処遇や拘束、虐待などがあること 

  「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 89％、女性 94.5％となっ

ている。年代別では、10.20 歳代が最も高く（98.6％）で、全ての年齢層で 85％を超えている。 

 

 

カ．道路の段差など環境や建物、製品等が障がいのある人に使いやすくつくられていないこと 

  「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 87.2％、女性 95.2％とな

っている。年代別では、10.20 歳代が最も高く（97.1％）で、全ての年齢層で 85％を超えている。 
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3.5

1.3

2.8

3.7

1.3

5.8

2.2

0.0

1.5

3.3

4.3

3.3

4.2

4.2

5.1

30.4

28.4

0.0

26.5

29.5

24.1

35.8

29.0

30.4

25.3

58.6

66.1

100.0

72.1

65.6

68.1

58.9

63.1

57.9

62.0

1.3

2.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

0.9

3.7

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

2.9

1.1

0.0

2.9

3.3

0.7

0.7

0.9

3.7

1.3

8.7

2.0

0.0

0.0

6.6

7.1

4.6

3.7

6.1

5.1

36.0

33.4

0.0

30.9

32.8

31.9

34.4

32.7

38.3

40.5

51.2

61.8

100.0

66.2

57.4

59.6

60.3

61.7

49.5

46.8

1.1

1.7

0.0

0.0

0.0

0.7

0.0

0.9

2.3

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答
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キ．必要な情報を障がいのある人に分かりやすく伝える配慮が足りないこと 

  「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 87％、女性 95.2％となっ

ている。年代別では、10.20 歳代が最も高く（98.5％）で、全ての年齢層で 85％を超えている。 

 

 

ク．差別的な言動をされること 

  「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 92.6％、女性 96.1％とな

っている。年代別では、50歳代が最も高く（98.7％）で、全ての年齢層で 85％を超えている。 
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37.8

50.0

35.3

32.0

40.4

45.7

42.1

43.0

43.0
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57.4

50.0

63.2

58.2

52.5

48.3

53.7

42.5

43.0

1.6

1.5

0.0

0.0

0.0

0.7

0.0

0.9

2.8

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答
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0.0
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0.8

1.4

0.7

1.4

1.4

2.5

3.8

1.3

0.0

1.5

3.3

3.5

0.7

2.8

2.3

2.5

21.9

16.2

0.0

10.3

17.2

12.8

19.2

19.2

24.3

21.5

70.7

79.9

100.0

88.2

77.9

81.6

79.5

75.5

67.8

68.4

1.6

2.0

0.0

0.0

0.8

0.7

0.0

0.9

4.2

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答
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「４．障がいのある人の就職機会を確保する」が７５．０％と最も高く、次いで「６．障がいのある人が、安心

して外出できるよう、建物の設備や公共交通機関を改善する」が７３．３％、次いで「３．関係機関の連携によ

る虐待の未然防止、早期発見、早期対応を徹底する」が７１．８％となっている。 

 

 

  

65.2

45.7

71.8

75.0

49.9

73.3

46.9

48.8

58.6

0.8

2.6

2.9

1.6

60.2

43.4

70.9

73.2

47.4

69.8

43.0

45.0

55.7

1.1

1.8

2.7

1.1

69.6

47.6

73.1

77.3

52.2

77.3

49.8

51.8

61.3

0.4

3.1

3.1

1.7

100

100

100

100

100

100

100

100

2.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

１．障がいがある人のための各種相談体制を充実する

２．障がいがある人の人権を守るための啓発活動を推進する

３．関係機関の連携による虐待の未然防止、早期発見、早

期対応を徹底する

４．障がいがある人の就職機会を確保する

５．地域での障がいがある人の見守り体制を充実させる

６．障がいのある人が、安心して外出できるよう、建物の設備

や公共交通機関を改善する

７．成年後見制度など障がいがある人の権利と財産を守るた

めの制度の利用を促進する

８．障がいがある人とない人との交流を促進する

９．スポーツやレクリエーション、文化活動、地域活動等に参

加しやすくする

10．特に必要なことはない

11．わからない

12．その他

不明

全体 N=1008 男性 N=447 女性 N=542 その他 N=2

問１０ 障がいがある人の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。あてはまる番号

すべてを回答用紙に記入してください。 

単位：％ 
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                                                                              単位：％ 

 

  

  

10,20 歳

代  

【N=68】 

30 歳代  

N=122】 

40 歳代 

【N=141】 

50 歳代 

【N=151】 

60 歳代  

【N=214】 

70 歳代 

【N=214】 

80 歳代 

以上 

【N=79】 

障がいがある人のための各種相談体制を

充実する 
63.2 68.0 58.9 64.2 62.1 70.6 70.9 

障がいがある人の人権を守るための啓発

活動を推進する 
38.2 36.9 43.3 45.7 45.8 52.3 53.2 

関係機関の連携による虐待の未然防止、

早期発見、早期対応を徹底する 
69.1 73.8 75.9 68.2 72.9 71.5 72.2 

障がいがある人の就職機会を確保する 76.5 73.8 75.2 80.1 76.2 73.8 70.9 

地域での障がいがある人の見守り体制を充

実させる 
41.2 42.6 51.8 48.3 53.3 50.9 59.5 

障がいのある人が、安心して外出できるよ

う、建物の設備や公共交通機関を改善

する 

73.5 69.7 73.8 77.5 75.7 73.4 72.2 

成年後見制度など障がいがある人の権利

と財産を守るための制度の利用を促進

する 

50.0 39.3 51.8 50.3 45.3 48.1 40.5 

障がいがある人とない人との交流を促進す

る 
51.5 51.6 51.1 51.0 50.0 42.5 48.1 

スポーツやレクリエーション、文化活動、地

域活動等に参加しやすくする 
61.8 59.8 58.9 52.3 57.0 62.1 62.0 

特に必要なことはない 1.5 0.0 0.0 0.7 0.5 0.9 2.5 

わからない 0.0 2.5 4.3 3.3 2.3 1.9 2.5 

その他 2.9 4.9 2.1 2.0 4.2 1.9 2.5 

無回答 0.0 0.0 0.0 1.3 1.4 1.4 6.3 
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６歳未満（小学校

入学前） 2.8%

６歳～12歳未満

（小学校時代）

45.7%

12歳～15歳未満

（中学校時代）

23.4%

15歳～18歳未満

5.6%

18歳～22歳未満

7.2%

22歳以上 6.2%

同和問題を知らない

2.4%

おぼえていない

6%
無回答 0.8%

 同和問題について  

 

 

「６歳～１２歳未満（小学校時代）」が最も多く、４５．７％となっており、次いで「１２歳～１５歳未満（中学校時

代）」が２３．４％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                 単位：％ 

 10.20歳

代 

【N=68】 

30 歳代 

【N=122】 

40 歳代 

【N=141】 

50 歳代 

【N=151】 

60 歳代 

【N=214】 

70 歳代 

【N=214】 

80 歳以上 

【N=79】 

６歳未満 

（小学校入学前） 
０ ０．８ ０．７ ０．７ ４．２ ４．７ ５．１ 

6 歳～12 歳未満 

（小学校時代） 
２９．４ 55.7 ５８．９ ６０．３ ４６．３ ３５．０ 27.8 

12 歳～15 歳未満 

（中学校時代） 
２９．４ １７．２ １４．９ ２０．５ ２９．０ ２５．２ ２５．３ 

15 歳～18 歳未満 ５．９ ４．１ ５．７ ４．６ ３．７ ６．５ 12.7 

18～22 歳未満 ７．４ ３．３ ２．８ ４．６ ７．９ １３．６ ７．６ 

22 歳以上 １．５ ３．３ ５．７ ４．６ ５．６ ８．４ １２．７ 

同和問題を知ら

ない 
１３．２ ４．１ ４．３ ０．７ ０．５ ０．５ １．３ 

おぼえていない １３．２ １１．５ ７．１ ４．０ ２．８ ４．７ ６．３ 

無回答 ０ ０ ０ ０ ０ １．４ １．３ 

問１１ 同和問題をいつ頃知りましたか。次の１～８の中から、あてはまる番号を回答用紙に記入してく

ださい。 
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 １０．２０歳代から５０歳代で「学校の授業で」が６０％前後となっている。６０歳代以上では「家族から」が約

３０％を占めている。 

                                                                                 単位：％ 

 10.20歳

代 

【N=68】 

30 歳代 

【N=122】 

40 歳代 

【N=141】 

50 歳代 

【N=151】 

60 歳代 

【N=214】 

70 歳代 

【N=214】 

80 歳以上 

【N=79】 

家族から １１．８ １１．５ ２１．３ ２１．２ ３４．１ ２９．９ 36.7 

近所の人から ０ ０ １．４ ０．７ ４．２ １０．３ ８．９ 

友だちから ２．９ ３．３ ５．０ ４．０ ９．８ １２．１ １５．２ 

職場の同僚から ０ ０．８ ２．８ ２．０ １．９ ５．１ ３．８ 

学校の授業で ６０．３ ６２．３ ５８．９ ６０．９ ３２．７ ７．０ ３．８ 

講演会・研修会な

どで 
１．５ ２．５ １．４ ０．７ ３．７ ８．９ １２．７ 

行政の広報紙

で 
１．５ ０ ０ ０ １．９ １．９ ３．８ 

テレビ・新聞・本

などで 
２．９ ３．３ ０．７ ０ ０．９ ５．６ ２．５ 

その他 ２．９ ２．５ ４．３ ２．０ １．９ ２．８ ３．８ 

おぼえていない １６．２ １３．９ ３．５ ６．６ ８．４ １４．０ ７．６ 

無回答 ０ ０ ０．７ ２．０ ０．５ ２．３ １．３ 

  

問１２ 同和問題について、どのようにして知りましたか。次の１～１０の中から、あてはまる番号を回答

用紙に記入してください。 
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「問題だと思う」「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた比率でみると、「ク．えせ同和行為がなされ

ること」が９３．９％と最も高く、次いで「オ．学校の中で友だちから仲間はずれやいじめを受けること」が９３．

３％、次いで「キ．インターネットを利用して差別的な情報が流されること」が９２．５％であった。また、「問題で

ない」「どちらかといえば問題ではない」を合わせた比率でみると、「ア．結婚の際、周囲から反対を受ける」

が最も高く、１３.１%であった。 

 

 

 ※同和、部落を名乗る個人あるいは団体が、企業団体に対し同和問題への取り組みなどを口実として、不

当な要求をする行為 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.0

2.9

3.0

2.3

1.8

3.2

2.1

1.0

8.1

4.1

6.6

3.0

2.5

4.7

3.1

2.1

31.1

21.9

29.8

19.1

16.1

21.7

14.4

12.1

53.8

68.9

58.5

73.0

77.2

68.6

78.1

81.8

2.1

2.2

2.1

2.6

2.5

1.9

2.4

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア．結婚の際、周囲から反対を受けること

イ．就職、職場で不利な扱いを受けること

ウ．日常生活の中での付き合いなどの交際を避けられ

ること

エ．差別的な言動をされること

オ．学校の中で友だちから仲間はずれやいじめなどを

受けること

カ．身元調査をされること

キ．インターネットを利用して差別的な情報が流される

こと

ク．えせ同和行為（※注）がなされること

１ 問題ではない ２ どちらかといえば問題ではない ３ どちらかといえば問題だと思う ４ 問題だと思う 無回答

問１３ 同和問題に関する次のア～クのことがらについて、どう思いますか。１～４の中から、それぞれに

あてはまる番号を回答用紙に記入してください。 
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ア．結婚の際、周囲から反対を受けること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 84.7％、女性 86％となっ

ている。年代別では、40 歳代が最も高く（90％）で、70 歳代以上で80.3％、80 歳以上で 70.9％となっ

ている。 

 

 

イ．就職、職場で不利な扱いを受けること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 89.7％、女性 93％となっ

ている。年代別では、60 歳代以下は 90％を超えているが、70歳代以上で 86.9％、80歳以上で 77.2％

となっている。 

 

  

5.8

3.9

0.0

1.5

4.9

3.5

4.6

3.3

5.1

12.7

8.3

7.7

50.0

7.4

9.8

5.7

5.3

7.5

11.2

8.9

32.4

30.3

0.0

29.4

37.7

32.6

31.1

25.2

35.0

26.6

52.3

55.7

50.0

60.3

47.5

57.4

58.3

63.6

45.3

44.3

1.1

2.4

0.0

1.5

0.0

0.7

0.7

0.5

3.3

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

3.6

2.0

0.0

0.0

3.3

0.7

1.3

3.7

2.8

7.6

5.4

2.8

50.0

2.9

3.3

3.5

2.6

2.3

6.1

8.9

24.2

19.9

0.0

16.2

23.8

22.0

14.6

20.6

29.9

19.0

65.5

73.1

50.0

79.4

69.7

73.8

80.8

72.9

57.0

58.2

1.3

2.2

0.0

1.5

0.0

0.0

0.7

0.5

4.2

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答
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ウ．日常生活の中での付き合いなどの交際を避けられること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 85.7％、女性 91.5％と

なっている。年代別では、60 歳代以下は 90％を超えているが、70歳代以上で81.3％、80歳以上で

82.3％となっている。 

 

 

エ．差別的な言動をされること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 90.6％、女性 94.3％と

なっている。年代別では、60 歳代以下は 90％を超えているが、70歳代以上で87.8％、80歳以上で

83.6％となっている。 

 

  

4.0

2.0

0.0

0.0

2.5

1.4

2.6

3.3

4.2

5.1

9.4

4.1

50.0

4.4

5.7

5.7

4.6

5.1

10.7

7.6

31.3

29.0

0.0

23.5

30.3

29.8

25.8

29.9

35.5

29.1

54.4

62.5

50.0

70.6

61.5

62.4

66.2

61.2

45.8

53.2

0.9

2.4

0.0

1.5

0.0

0.7

0.7

0.5

3.7

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

3.1

1.5

0.0

0.0

0.8

0.7

2.6

2.3

3.3

5.1

4.7

1.5

0.0

3.3

3.3

3.5

2.0

1.4

3.7

5.1

22.8

16.6

50.0

13.3

23.0

16.3

17.2

16.8

25.2

20.3

67.8

77.7

50.0

81.7

73.0

78.7

77.5

78.5

62.6

63.3

1.6

2.8

0.0

1.7

0.0

0.7

0.7

0.9

5.1

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答
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オ．学校の中で友だちから仲間はずれやいじめなどを受けること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 92％、女性 95.2％となっ

ている。年代別では、全ての年齢層で85％を超えている。 

 

 

カ．身元調査をされること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 87.2％、女性 93.5％と

なっている。年代別では、全年齢層で 85％を超えている。 

 

 

  

2.5

1.1

0.0

0.0

1.6

0.7

2.0

1.9

2.8

1.3

4.3

0.9

0.0

1.5

1.6

1.4

1.3

2.8

3.7

3.8

19.7

13.5

0.0

16.2

18.9

17.0

17.2

12.6

16.4

17.7

72.3

81.7

100.0

80.9

77.9

80.1

78.8

81.8

72.0

72.2

1.3

2.8

0.0

1.5

0.0

0.7

0.7

0.9

5.1

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

4.3

2.0

0.0

2.9

4.1

1.4

4.6

1.9

2.3

6.3

7.8

2.2

0.0

2.9

9.0

4.3

4.6

3.3

5.1

3.8

21.9

21.2

50.0

25.0

24.6

27.0

14.6

21.0

22.4

16.5

65.3

72.3

50.0

67.6

62.3

67.4

75.5

73.4

66.4

69.6

0.7

2.2

0.0

1.5

0.0

0.0

0.7

0.5

3.7

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答



46 

 

キ．インターネットを利用して差別的な情報が流されること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 89.7％、女性 95.4％と

なっている。年代別では、全年齢層で 85％を超えている。 

 

 

ク．えせ同和行為がなされること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 93.3％、女性 95.1％と

なっている。年代別では、全年齢層で 85％を超えている。 

 

  

3.6

0.7

0.0

0.0

3.3

2.1

0.7

1.9

1.9

5.1

5.6

1.1

0.0

2.9

7.4

3.5

2.0

2.3

2.8

1.3

16.3

12.7

50.0

14.7

22.1

12.1

10.6

11.2

15.9

17.7

73.4

82.7

50.0

80.9

67.2

82.3

86.1

84.1

74.3

69.6

1.1

2.8

0.0

1.5

0.0

0.0

0.7

0.5

5.1

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

1.6

0.6

0.0

0.0

1.6

0.0

0.0

0.5

2.3

2.5

3.6

0.9

0.0

5.9

3.3

1.4

0.7

1.9

1.9

2.5

13.4

11.3

0.0

17.6

18.9

14.2

7.3

9.3

11.7

12.7

79.9

83.8

100.0

75.0

76.2

84.4

90.7

86.9

77.6

75.9

1.6

3.5

0.0

1.5

0.0

0.0

1.3

1.4

6.5

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答
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 「１．同和地区や同じ小中学校にある物件は避けると思う」「２．同和地区である物件は避けるが、同じ小中

学校区にある物件は避けないと思う」を合わせた、「同和地区を避ける」との回答は５８．９％であった。これに

対し「３．いずれにあってもこだわらないと思う」は３８．６％であった。 

 

 

「いずれにあってもこだわらない」との回答率は、男性 42.3％、女性 35.8％となっている。年代別では、

10,20 歳代は 45.6％と最も高く、40歳代以上で40％を下回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

同和地区や同じ小

中学校区にある物

件は避けると思う

19.2%

同和地区である物

件は避けるが、同じ

小中学校区にある

物件は避けないと思

う 39.7%

いずれにあってもこ

だわらないと思う

38.6%

無回答 2.5%

問１４ もし、家を購入したり、マンションを借りたりするなど住宅を選ぶ時に、同和地区にある物件、ま

たは小・中学校区内に同和地区がある物件ならばどうすると思いますか。 

次の１～３の中から、あてはまる番号を記入してください。 

21.0

17.5

50.0

25.0

23.0

24.1

15.9

16.8

13.6

29.1

35.6

43.9

0.0

26.5

36.9

39.7

43.0

42.1

44.9

32.9

42.3

35.8

50.0

45.6

40.2

35.5

39.1

39.7

38.3

34.2

1.1

2.8

0.0

2.9

0.0

0.7

2.0

1.4

3.3

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

同和地区や同じ小中学校区にある物件は避けると思う
同和地区である物件は避けるが、同じ小中学校区にある物件は避けないと思う
いずれにあってもこだわらないと思う
無回答
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 「１．まったく問題にしない」「２．迷いながらも結局は問題にしないだろう」を合わせた比率は７９．０％、「３．

迷いながらも結局は考え直すように言うだろう」「４．考え直すように言う」を合わせた比率は１８．８％であっ

た。 

 

 

「まったく問題にしない」との回答率は、男性 34％、女性 24.9％となっている。年代別では、10、20 歳代は

最も高く（55.9％）、70 歳代は最も低く（16.8％）となっている。 

  

まったく問題にしない

28.8%

迷いながらも、結局は

問題にしないだろう

50.2%

迷いながらも、結

局は考えなおすよ

うに言うだろう

14.7%

考えなおすように言う

4.1%

無回答 2.3%

34.0

24.9

0.0

55.9

34.4

31.2

33.8

25.2

16.8

26.6

47.0

53.1

50.0

33.8

49.2

51.8

48.3

55.6

56.5

39.2

13.0

16.4

50.0

5.9

12.3

14.2

13.2

14.5

18.7

22.8

4.9

3.1

0.0

0.0

4.1

2.1

2.6

4.2

4.7

8.9

1.1

2.4

0.0

4.4

0.0

0.7

2.0

0.5

3.3

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

まったく問題にしない 迷いながらも、結局は問題にしないだろう
３．迷いながらも、結局は考えなおすように言うだろう 考えなおすように言う
無回答

問１５ 仮に、あなたに子どもがおり、子どもの恋愛や結婚の相手が同和地区出身の人だとわかった

場合、あなたはどうすると思いますか。次の１～４の中から、あてはまる番号を記入してください。 
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  「１．親や親戚の説得に全力を傾けた後に自分の意思を貫いて結婚する」「２．親や親戚の反対を気にする

ことなく、自分の意思を貫いて結婚する」を合わせた比率は７５．１％、「３．親や親戚に反対があれば結婚しな

い」「４．絶対に結婚しない」を合わせた比率は２１．７％であった。 

 

 

「反対があれば結婚しない」、「絶対に結婚しない」を合わせた回答率は、男性 17.2％、女性 25.2％となっ

ている。年代別では、10、20 歳代は最も高く（8.8％）、70歳代は 28％、80歳代は 30.4％となっている。 

 

親や親戚の説得

に全力を傾けた

後に、自分の意

志を貫いて結婚

する 43.9%

親や親戚の反対を気に

することなく、自分の意思

を貫いて結婚する 31.2%

親や親戚に反対が

あれば、結婚しない

17.8%

絶対に結婚はし

ない 3.9%

無回答 3.3%

40.9

47.0

50.0

55.9

45.1

46.8

47.7

46.7

38.8

31.6

39.8

24.2

0.0

33.8

33.6

31.2

31.1

30.8

29.4

31.6

12.5

22.1

50.0

8.8

16.4

17.7

13.9

16.4

24.3

21.5

4.7

3.1

0.0

0.0

4.9

2.1

4.6

3.3

3.7

8.9

2.0

3.5

0.0

1.5

0.0

2.1

2.6

2.8

3.7

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

親や親戚の説得に全力を傾けた後に、自分の意志を貫いて結婚する
親や親戚の反対を気にすることなく、自分の意思を貫いて結婚する
親や親戚に反対があれば、結婚しない

問１６ 仮に、あなたが同和地区の人と結婚しようとしたとき、親や親戚が反対をしたら、あなたはどう

しますか。次の１～４の中から、あてはまる番号を記入してください。 
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 「１．同和問題が正しく理解されるよう、教育・啓発活動を推進する」が６２．５％と最も高く、次いで「３．えせ

同和行為を防止する取組みを充実する」が５５．６％、次いで「５．インターネットを利用した差別を助長するよ

うな情報の防止対策を充実する」が５１．９％となっている。 

 

 

 

 

  

62.5

42.9

55.6

43.7

51.9

28.4

2.8

6.5

7.5

2.2

60.2

43.0

58.2

40.3

46.8

29.8

4.3

3.4

6.9

1.3

64.6

42.8

53.5

46.3

56.1

27.5

1.7

9.2

8.1

2.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

１．同和問題が正しく理解されるよう、教育・啓発活動を推

進する

２．同和問題について、自由な意見交換ができる環境をつく

る

３．えせ同和行為を防止する取組みを充実する

４．同和問題についての人権相談体制を充実する

５．インターネットを利用した差別を助長するような情報の防

止対策を充実する

６．同和問題や差別のことを口に出さないで、そっとしておく

７．特に必要なことはない

８．わからない

９．その他

不明

全体N=1008 男性 N=447 女性 N=542 その他 N=2

問 17 同和問題を解決するために、必要なことはどのようなことだと思いますか。 

あてはまる番号すべてを記入してください。 

 

 

 

 

単位：％ 
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                                                                                 単位：％ 

 
10,20 歳

代  

【N=68】 

30 歳代  

N=122】 

40 歳代 

【N=141】 

50 歳代 

【N=151】 

60 歳代  

【N=214】 

70 歳代 

【N=214】 

80 歳代 

以上 

【N=79】 

同和問題が正しく理解されるよう、教育・啓

発活動を推進する 
67.6 60.7 59.6 64.2 60.3 62.6 70.9 

同和問題について、自由な意見交換がで

きる環境をつくる 
33.8 33.6 34.8 39.1 46.7 52.3 53.2 

えせ同和行為を防止する取組みを充実す

る 
55.9 59.0 59.6 63.6 53.7 51.9 44.3 

同和問題についての人権相談体制を充実

する 
45.6 39.3 40.4 41.1 47.7 44.9 46.8 

インターネットを利用した差別を助長するよ

うな情報の防止対策を充実する 
63.2 51.6 46.8 59.6 52.3 49.5 45.6 

同和問題や差別のことを口に出さないで、

そっとしておく 
33.8 35.2 26.2 25.8 23.4 28.0 38.0 

特に必要なことはない 1.5 1.6 2.1 1.3 3.7 4.2 3.8 

わからない 2.9 4.9 8.5 7.9 7.9 6.1 3.8 

その他 4.4 10.7 9.2 7.9 7.5 5.6 6.3 

無回答 1.5 0.0 1.4 0.7 1.4 1.9 6.3 
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 外国人の人権について  

 

 

 

 「問題だと思う」「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた比率でみると、「カ．宿泊施設、店舗などへ

の入店や施設の利用を拒否されること」が８９．６％と最も高く、次いで「ケ．ヘイトスピーチが行われているこ

と」が８８．３％、次いで「オ．情報を外国人に分かりやすく伝えるための配慮が足りないこと」「キ．アパートな

どへの入居を断られること」がともに８７．７％であった。 

 

 

  

9.2

3.5

5

2.4

2.2

2.3

2.3

3.8

2.7

21.9

9.1

17

7.5

6.9

4.7

6.4

10

2.5

43

43.3

47.5

34.8

40.2

26.3

35.1

33.7

17.4

23.7

41.1

27.6

51.8

47.5

63.3

52.6

49.2

70.9

2.2

3.1

3

3.5

3.2

3.5

3.6

3.3

6.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア．外国人の生活習慣や文化への理解や認識が十分でな

いこと

イ．就職活動や職場において不利な扱いを受けること

ウ．地域社会において交流する機会が少ないこと

エ．外国人の子どもに対して、その子に応じた十分な教育が

行われていないこと

オ．情報を外国人にわかりやすく伝えるための配慮が足りな

いこと

カ．宿泊施設、店舗などへの入店や施設の利用を拒否され

ること

キ．アパートなどへの入居を断られること

ク．結婚について、周囲から反対されること

ケ．ヘイトスピーチ（※注）が行われていること

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

問 18 日本に住んでいる外国人に関する次のア～ケのことがらについて、どう思いますか。 

１～４の中から、それぞれにあてはまる番号を記入してください。 
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ア．外国人の生活習慣や文化への理解や認識が十分でないこと 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 62.4％、女性 70.7％と

なっている。年代別では、60 歳代以下では 60％を超えるが、70 歳代以上は 60％を下回っている。 

 

 

イ．就職活動や職場において不利な扱いを受けること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 79.4％、女性 89.3％と

なっている。年代別では、60 歳代以下では 80％を超えるが、70 歳代以上は 80％を下回っている。 

  

10.7

7.9

0.0

10.3

9.0

5.0

3.3

6.5

12.1

26.6

25.3

19.4

0.0

16.2

26.2

24.8

23.2

22.4

24.3

7.6

39.8

45.8

0.0

33.8

47.5

39.7

53.6

42.5

41.1

34.2

22.6

24.9

100.0

39.7

17.2

30.5

19.9

28.0

18.7

21.5

1.6

2.0

0.0

0

0.0

0.0

0.0

0.5

3.7

10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

5.6

1.7

0.0

5.0

4.9

2.8

2.0

2.3

5.1

2.5

12.8

6.1

0.0

5.0

10.7

9.9

9.3

6.1

12.1

7.6

42.3

44.5

50.0

35.0

48.4

39.7

52.3

37.9

48.6

38.0

37.1

44.8

50.0

55.0

36.1

47.5

36.4

52.8

29.0

36.7

2.2

3.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

5.1

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答
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ウ．地域社会において交流する機会が少ないこと 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 71.4％、女性 78.8％と

なっている。年代別では、70 歳代（68.7％）を除く年齢層で 70％を超えている。 

 

 

エ．外国人の子どもに対して、その子に応じた十分な教育が行われていないこと 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 84.3％、女性 89.1％と

なっている。年代別では、全年齢層で 70％以上となっている。 

 

  

6.7

3.5

0.0

7.4

8.2

5.7

3.3

4.7

3.7

3.8

20.1

14.6

0.0

17.6

18.0

16.3

18.5

12.6

22.0

12.7

44.3

50.0

100.0

38.2

54.9

44.0

53.6

48.1

42.5

50.6

27.1

28.8

0.0

36.8

18.9

34.0

23.8

34.1

26.2

20.3

1.8

3.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

0.5

5.6

12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

3.6

1.3

0.0

1.5

3.3

1.4

1.3

2.8

2.8

2.5

9.6

6.1

0.0

11.8

13.1

6.4

5.3

4.2

8.9

8.9

37.1

33.2

50.0

25.0

29.5

27.0

37.1

36.9

43.9

34.2

47.2

55.9

50.0

60.3

54.1

65.2

56.3

55.1

37.9

39.2

2.5

3.5

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0.9

6.5

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答
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オ．情報を外国人にわかりやすく伝えるための配慮が足りないこと 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 82.5％、女性 92.9％と

なっている。年代別では、全年齢層で 75％を超えている。 

 

 

カ．宿泊施設、店舗などへの入店や施設の利用を拒否されること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 86.3％、女性 93.1％と

なっている。年代別では、80 歳以上（77.2％）を除く年齢層で85％を超えている。 

 

  

3.1

1.3

0.0

2.9

3.3

2.8

1.3

1.4

2.3

1.3

11.4

3.1

0.0

4.4

13.9

5.7

6.0

4.2

8.4

5.1

43.6

37.5

50.0

42.6

39.3

34.8

41.1

38.8

45.8

38.0

38.9

55.4

50.0

50.0

43.4

56.7

51.7

55.1

36.9

40.5

2.9

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

6.5

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

3.1

1.5

0.0

1.5

3.3

3.5

2.0

1.9

1.4

2.5

7.4

2.4

0.0

8.8

7.4

0.7

4.6

3.3

5.6

5.1

25.7

26.9

50.0

17.6

28.7

29.1

26.5

24.3

29.4

21.5

60.6

66.2

50.0

72.1

60.7

66.7

66.9

69.6

56.5

55.7

3.1

3.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

7.0

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答
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キ．アパートなどへの入居を断られること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 84.4％、女性 91.3％と

なっている。年代別では、80 歳以上（74.7％）を除く年齢層で80％を超えている。 

 

 

ク．結婚について、周囲から反対されること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 79.2％、女性 86.9％と

なっている。年代別では、80 歳以上（67.1％）を除く年齢層で75％を超えている。 

 

 

  

3.8

0.7

0.0

1.5

3.3

2.8

2.0

1.4

1.4

3.8

8.7

4.8

0.0

7.4

9.8

5.7

6.0

5.1

7.0

6.3

33.6

36.5

0.0

22.1

40.2

34.0

39.7

32.2

38.3

29.1

50.8

54.8

100.0

69.1

46.7

56.7

52.3

60.3

46.3

45.6

3.1

3.1

0.0

0.0

0.0

0.7

0.0

0.9

7.0

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

5.1

2.4

0.0

1.5

3.3

5.0

3.3

1.9

3.7

8.9

13.2

7.6

0.0

8.8

18.9

5.7

6.6

7.5

14.0

8.9

32.7

35.1

0.0

20.6

30.3

31.2

37.1

36.0

40.2

26.6

46.5

51.8

100.0

67.6

47.5

57.4

53.0

53.3

37.4

40.5

2.5

3.1

0.0

1.5

0.0

0.7

0.0

1.4

4.7

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答
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ケ．ヘイトスピーチが行われていること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 87.7％、女性 89.7％と

なっている。年代別では、60 歳代以下は 90％を超えているが、70歳代で83.2％、80歳以上で 70.9％

となっている。 

 

 

 

  

4.3

1.1

0.0

0.0

3.3

3.5

2.6

0.5

3.7

3.8

3.4

1.8

0.0

5.0

4.1

1.4

2.6

1.4

1.9

3.8

20.8

14.4

50.0

13.3

19.7

14.9

15.9

18.7

20.1

15.2

66.9

75.3

50.0

81.7

71.3

78.0

74.8

75.7

63.1

55.7

4.7

7.4

0.0

0.0

1.6

2.1

4.0

3.7

11.2

21.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答



58 

 

 

 

 

 「４．日常生活に必要な情報を外国語により提供する」が６８．９％と最も高く、次いで「１．外国人のための

各種相談体制を充実する」が６８．８％、次いで「６．地域における行事などを通じ、外国人と地域住民との交

流を図り、相互理解を深める」が６７．８％となっている。 

 

 

 

  

68.8

36.7

64.1

68.9

62.2

67.8

2.3

5.5

3.8

1.7

64.4

36.2

60.0

63.5

60.6

67.8

3.1

4.5

4.0

1.1

73.1

37.1

68.5

74.4

63.7

68.6

1.5

6.5

3.5

1.3

100.0

50.0

50.0

100.0

100.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

外国人のための各種相談体制を充実する

外国人の人権を守るための啓発活動を推進する

外国人の就職機会を確保する

日常生活に必要は情報を外国語により提供する

外国人の文化や伝統を尊重し、外国の人々と協調する態

度をはぐくむなど国際理解教育を進める

地域における行事などを通じ、外国人と地域住民との交流

を図り、相互理解を深める

特に必要なことはない

わからない

その他

無回答

全体N=1008 男性 N=447 女性 N=542 その他 N=2

問 19 日本に住んでいる外国人の人権を守るために、どのようなことが必要だと思いますか。 

あてはまる番号すべてを記入してください。 

 

 

単位：％ 



59 

 

                                                                                 単位：％ 

 
10,20 歳

代  

【N=68】 

30 歳代  

N=122】 

40 歳代 

【N=141】 

50 歳代 

【N=151】 

60 歳代  

【N=214】 

70 歳代 

【N=214】 

80 歳代 

以上 

【N=79】 

外国人のための各種相談体制を充実する 66.2 69.7 70.2 72.2 71.0 65.9 68.4 

外国人の人権を守るための啓発活動を推

進する 
33.8 26.2 31.2 35.1 40.2 41.6 45.6 

外国人の就職機会を確保する 70.6 63.9 63.1 64.2 67.8 61.7 62.0 

日常生活に必要は情報を外国語により提

供する 
73.5 67.2 68.8 72.2 74.8 67.3 59.5 

外国人の文化や伝統を尊重し、外国の

人々と協調する態度をはぐくむなど国際理

解教育を進める 

69.1 61.5 65.2 59.6 59.8 63.1 63.3 

地域における行事などを通じ、外国人と地

域住民との交流を図り、相互理解を深める 
60.3 64.8 66.0 68.2 69.6 71.5 72.2 

特に必要なことはない 2.9 0.0 2.8 2.0 2.3 2.8 2.5 

わからない 2.9 4.9 8.5 4.0 4.7 6.1 7.6 

その他 4.4 2.5 6.0 4.6 3.7 2.8 5.1 

無回答 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4 1.4 6.3 
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 性的マイノリティについて  

 

 
「問題だと思う」「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた比率でみると、「イ．職場、学校などで嫌が

らせやいじめを受けること」「エ．差別的な言動をされること」がともに９１．９％と最も高く、次いで「ウ．就職、

職場で不利な扱いを受けること」が９１．７％、次いで「ク．アパートなどへの入居を断られること」が８９．１％

であった。 

 
 

 

  

5.7

1.8

1.6

1.6

2.3

3

2.2

2.2

10.6

2.3

2.7

2.4

6.5

7.2

5.5

3.9

42.1

26.1

28.2

23.8

31.3

38.8

23.7

22.9

37.8

65.8

63.5

68.1

55.3

46.3

63.9

66.2

3.9

4.1

4.1

4.2

4.6

4.7

4.8

4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア．性的マイノリティに関する理解や認識が十分でないこと

イ．職場、学校などで嫌がらせやいじめを受けること

ウ．就職、職場で不利な扱いを受けること

エ．差別的な言動をされること

オ．じろじろ見られたり、避けられたりすること

カ．学校、職場などで性的マイノリティに対する配慮が足りな

いこと

キ．宿泊施設、店舗などへの入店や施設の利用を拒否され

ること

ク．アパートなどへの入居を断られること

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

問 20 性的マイノリティに関する次のア～クのことがらについて、どう思いますか。 

１～４の中から、それぞれにあてはまる番号を記入してください。 
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ア．性的マイノリティに関する理解や認識が十分でないこと 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 74.5％、女性 85.1％と

なっている。年代別では、60 歳代以下は 80％を超えているが、70歳代で71.1％、80歳以上で 64.6％

となっている。 

 

 

イ．職場、学校などで嫌がらせやいじめを受けること 

  「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 90.4％、女性 94.1％とな

っている。年代別では、80歳代以上（78.4％）を除く年齢層で85％を超えている。 

  

7.6

3.9

0.0

2.9

7.4

2.8

3.3

4.7

7.9

10.1

15.4

6.8

0.0

10.3

9.0

13.5

10.6

7.9

13.1

10.1

41.2

43.2

0.0

22.1

43.4

39.0

47.7

46.7

44.9

34.2

33.3

41.9

100.0

64.7

40.2

44.7

37.7

39.3

26.2

30.4

2.5

4.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

1.4

7.9

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

3.4

0.4

0.0

0.0

3.3

1.4

1.3

2.3

1.4

1.3

3.6

1.3

0.0

1.5

0.8

1.4

2.6

1.9

3.7

3.8

31.8

21.6

0.0

16.2

26.2

19.1

23.8

26.2

33.2

31.6

58.6

72.5

100.0

82.4

69.7

78.0

71.5

68.2

53.7

46.8

2.7

4.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

1.4

7.9

16.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答
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ウ．就職、職場で不利な扱いを受けること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 89.9％、女性 94.1％とな

っている。年代別では、60歳代以下は 90％を超えているが、70 歳代で85％、80 歳以上で81％となって

いる。 

 

 

エ．差別的な言動をされること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 90.6％、女性 94.1％とな

っている。年代別では、60歳代以下は 94％を超えているが、70 歳代で86.9％、80 歳以上で82.3％と

なっている。 

 

  

2.7

0.6

0.0

0.0

2.5

0.7

0.7

1.9

1.9

2.5

4.7

1.1

0.0

1.5

1.6

2.8

4.6

0.9

4.7

1.3

34.0

23.8

0.0

17.6

28.7

22.7

26.5

27.1

35.0

35.4

55.9

70.3

100.0

80.9

67.2

73.8

67.5

68.7

50.0

45.6

2.7

4.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

1.4

8.4

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

2.5

0.6

0.0

1.7

2.5

0.7

0.7

1.9

1.4

1.3

4.0

1.1

0.0

0.0

1.6

3.5

3.3

0.9

3.7

1.3

26.8

21.6

0.0

18.3

25.4

17.7

20.5

22.9

29.9

32.9

63.8

72.5

100.0

80.0

70.5

78.0

74.8

72.0

57.0

49.4

2.9

4.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

2.3

7.9

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答
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オ．じろじろ見られたり、避けられたりすること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 82.6％、女性 91.1％とな

っている。年代別では、全年齢層で75％を超えている。 

 

 

カ．学校、職場などで性的マイノリティに対する配慮が足りないこと 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 82.3％、女性 88.5％とな

っている。年代別では、60歳代以下は 80％を超えているが、70 歳代で79％、80 歳以上で72.2％となっ

ている。 

 

  

4.3

0.6

0.0

1.5

5.7

1.4

0.7

3.3

1.4

1.3

9.8

3.7

0.0

5.9

6.6

5.7

6.6

5.1

8.4

6.3

36.5

27.3

50.0

20.6

35.2

28.4

30.5

30.4

32.7

41.8

46.1

63.8

50.0

70.6

52.5

63.8

61.6

58.4

48.6

36.7

3.4

4.6

0.0

1.5

0.0

0.7

0.7

2.8

8.9

13.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

4.0

2.0

0.0

1.5

4.9

2.1

2.0

2.3

3.3

5.1

10.5

4.4

0.0

4.4

11.5

6.4

8.6

4.2

8.9

5.1

41.8

36.5

0.0

23.5

40.2

37.6

36.4

41.6

43.5

38.0

40.5

52.0

100.0

70.6

43.4

53.9

52.3

49.1

35.5

34.2

3.1

5.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

2.8

8.9

17.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答
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キ．宿泊施設、店舗などへの入店や施設の利用を拒否されること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 83.2％、女性 92.2％とな

っている。年代別では、60歳代以下は 90％超または 90％近いが、70 歳代で 83.2％、80歳以上で

79.7％となっている。 

 

 

ク．アパートなどへの入居を断られること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 85.4％、女性 93％となっ

ている。年代別では、60 歳代以下は 90％を超えているが、70歳代で85％、80 歳以上で 79.7％となって

いる。 

 

  

3.4

1.1

0.0

0.0

3.3

2.1

1.3

2.3

2.3

2.5

9.4

2.2

0.0

5.9

4.9

6.4

7.9

4.2

6.1

1.3

26.8

21.4

0.0

19.1

24.6

18.4

23.8

23.8

26.2

29.1

56.4

70.8

100.0

75.0

66.4

73.0

65.6

66.4

57.0

50.6

4.0

4.4

0.0

0.0

0.8

0.0

1.3

3.3

8.4

16.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

3.4

1.1

0.0

0.0

4.1

1.4

0.7

2.8

2.3

2.5

7.2

1.3

0.0

5.9

3.3

3.5

7.3

2.3

4.2

1.3

26.8

20.3

0.0

10.3

26.2

18.4

23.8

22.4

25.7

31.6

58.6

72.7

100.0

83.8

65.6

75.2

66.9

69.6

59.3

48.1

4.0

4.6

0.0

0.0

0.8

1.4

1.3

2.8

8.4

16.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答
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 「１．性的マイノリティの理解や認識を深める取り組みを推進する」が６３．１％と最も高く、次いで「２．性的

マイノリティが不利益を被らないよう、様々な制度を見直す」が６２．８％、次いで「３．性的マイノリティに配慮し

た法整備をする」が６１．２％となっている。 

 

 

  

63.1

51.5

39.3

62.8

61.2

5.4

10.7

2.6

3.4

60.6

47.0

38.5

60.6

60.4

6.7

11.6

2.5

2.7

65.9

55.7

40.0

65.5

62.7

4.2

10.1

2.6

3.1

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

１．性的マイノリティの理解や認識を深める取り組みを推進

する。

２．性的マイノリティのための各種相談体制を充実する

３．性的マイノリティの人権を守るための啓発活動を推進す

る

４．性的マイノリティが不利益を被らないよう、様々な制度を

見直す

５．性的マイノリティに配慮した法整備をする

6．特に必要なことはない

7．わからない

8．その他

無回答

全体N=1008 男性 N=447 女性 N=542 その他 N=2

問 21 性的マイノリティの人権を守るために、どのようなことが必要だと思いますか。 

あてはまる番号すべてを記入してください。 

単位：％ 
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                                                                                 単位：％ 

 
10,20 歳

代  

【N=68】 

30 歳代  

N=122】 

40 歳代 

【N=141】 

50 歳代 

【N=151】 

60 歳代  

【N=214】 

70 歳代 

【N=214】 

80 歳代 

以上 

【N=79】 

性的マイノリティの理解や認識を深める取り

組みを推進する。 
76.5 70.5 68.8 68.2 65.9 50.5 53.2 

性的マイノリティのための各種相談体制を

充実する 
51.5 57.4 56.7 52.3 50.0 49.5 45.6 

性的マイノリティの人権を守るための啓発

活動を推進する 
41.2 34.4 39.0 39.1 40.7 43.9 30.4 

性的マイノリティが不利益を被らないよう、

様々な制度を見直す 
77.9 67.2 62.4 63.6 67.3 57.9 51.9 

性的マイノリティに配慮した法整備をする 79.4 64.8 67.4 60.3 63.6 55.1 49.4 

特に必要なことはない 2.9 4.9 2.1 4.6 4.7 7.0 12.7 

わからない 4.4 9.0 9.9 8.6 9.8 15.9 13.9 

その他 4.4 4.1 2.1 2.0 1.9 1.9 3.8 

無回答 0.0 0.8 0.7 0.7 2.3 5.1 11.4 
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 インターネットにおける人権について  

 

 

「問題だと思う」「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた比率でみると、一部を除いてほとんどのこと

がらが９割を超え、特に「問題だと思う」の比率が高くなっている。「問題だと思う」のみの比率でみると「ア．

他人の身元を暴いたり、誹謗中傷する表現を掲載すること」が８８．６％と最も高く、次いで「カ．個人情報が

流出すること」が８８．２％、次いで「キ．インターネットを利用した悪徳商法の被害が起こっていること」が８５．

９％、次いで「イ．差別を助長する表現を掲載すること」が８２．６％であった。 

 

 

 

 

 

  

0.8

1.3

1.2

6.2

1.9

1

0.9

0.7

1.1

2.6

10.4

2.2

0.4

0.8

6.8

11.8

19.7

23.8

14.2

7.4

8.9

88.6

82.6

73.2

56.1

78.7

88.2

85.9

3.1

3.2

3.3

3.6

3.1

3

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア．他人の身元を暴いたり、誹謗中傷したりする表現を掲載

すること

イ．差別を助長する表現を掲載すること

ウ．出会い系サイト、ＳＮＳ等が犯罪を誘発する場となっている

こと

エ．捜査対象となっている未成年者の実名や顔写真を掲載

すること

オ．わいせつ画像や残虐な画像など、有害な情報を掲載す

ること

カ．個人情報が流出すること

キ．インターネットを利用した悪徳商法の被害が起こっている

こと

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

問 22 インターネット上での次のア～キのことがらについて、どう思いますか。 

１～４の中から、それぞれにあてはまる番号を記入してください 
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ア．他人の身元を暴いたり、誹謗中傷する表現を掲載すること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 96.8％、女性 95.9％とな

っている。年代別では、10、20 歳代で 100％、その他の年齢層でも 85％を超えている。 

 

 

イ．差別を助長する表現を掲載すること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 95.7％、女性 94.9％とな

っている。年代別では、80歳以上（84.8％）を除く全年齢層で90％を超えている。 

  

0.9

0.6

0.0

0.0

0.0

0.7

0.7

0.9

0.9

1.3

1.3

0.2

0.0

0.0

2.5

0.7

0.7

0.0
0.5

1.3

9.8

4.4

0.0

6.7

9.0

4.3

7.3

4.2

8.9

8.9

87.0

91.5

100.0

93.3

88.5

94.3

90.7

94.4

84.6

78.5

0.9

3.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

0.5

5.1

10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

1.8

0.7

0.0

1.5

0.8

2.1

0.7

0.9

0.9

2.5

1.3

0.9

0.0

1.5

3.3

0.0

1.3

0.0

0.9

2.5

15.2

8.9

0.0

10.3

15.6

12.1

8.6

10.3

12.1

15.2

80.5

86.0

100.0

86.8

80.3

85.8

88.7

88.3

79.9

69.6

1.1

3.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

0.5

6.1

10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答
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ウ．出会い系サイト、ＳＮＳ等が犯罪を誘発する場となっていること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 92.4％、女性 95.2％とな

っている。年代別では、80歳以上（86.1％）を除く全年齢層で90％を超えている。 

 

 

エ．捜査対象となっている未成年者の実名や顔写真を掲載すること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 77％、女性 83.4％となっ

ている。年代別では、全年齢層で 70～80％代となっている。 

 

 

  

1.6

0.7

0.0

0.0

2.5

1.4

0.7

0.9

0.9

1.3

4.7

0.7

0.0

2.9

4.9

4.3

1.3

1.4

1.9

2.5

25.5

15.5

0.0

23.5

21.3

18.4

22.5

18.2

20.6

16.5

66.9

79.7

100.0

73.5

71.3

75.2

74.8

78.5

71.5

69.6

1.3

3.3

0.0

0.0

0.0

0.7

0.7

0.9

5.1

10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

8.3

4.4

0.0

5.9

10.7

9.2

5.3

3.3

6.5

2.5

12.8

8.9

0.0

13.2

9.8

11.3

11.3

7.9

12.6

8.9

27.3

21.0

50.0

20.6

26.2

21.3

17.9

25.2

26.2

30.4

49.7

62.4

50.0

60.3

52.5

58.2

64.9

62.6

48.6

46.8

2.0

3.3

0.0

0.0

0.8

0.0

0.7

0.9

6.1

11.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答
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オ．わいせつ画像や残虐な画像など、有害な情報を掲載すること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 92.8％、女性 94.5％とな

っている。年代別では、全年齢層で85％を超えている。 

 

 

カ．個人情報が流出すること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 96.7％、女性 96.1％とな

っている。年代別では、全年齢層で85％を超えている。 

 

  

2.5

1.3

0.0

4.4

4.1

2.1

0.7

0.9

1.9

0.0

3.4

1.1

0.0

2.9

4.9

3.5

2.0

0.0

1.4

2.5

23.9

6.5

0.0

13.2

17.2

14.9

15.9

15.4

12.6

8.9

68.9

88.0

100.0

79.4

73.0

78.7

80.8

83.2

78.5

81.0

1.3

3.1

0.0

0.0

0.8

0.7

0.7

0.5

5.6

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答

1.1

0.9

0.0

0.0

1.6

1.4

0.7

0.9

1.4

0.0

0.9

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

0.7

0.0

0.0

2.5

12.1

3.7

0.0

8.8

7.4

5.7

6.6

7.5

8.4

8.9

84.6

92.4

100.0

89.7

91.0

92.9

91.4

91.1

84.6

79.7

1.3

3.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

0.5

5.6

8.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答
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キ．インターネットを利用した悪徳商法の被害が起こっていること 

「問題だと思う」、「どちらかといえば問題だと思う」を合わせた回答率は、男性 95.8％、女性 95.4％とな

っている。年代別では、85％を超えている。 

 

  

0.9

0.9

0.0

0.0

1.6

0.7

0.0

0.5

1.9

1.3

1.3

0.4

0.0

1.5

0.8

1.4

0.0

0.9

0.5

1.3

12.8

5.9

0.0

17.6

13.1

7.8

8.6

6.1

8.4

7.6

83.0

89.5

100.0

80.9

83.6

89.4

90.1

91.6

83.2

81.0

2.0

3.3

0.0

0.0

0.8

0.7

1.3

0.9

6.1

8.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=447

女性 N=542

その他 N=2

10,20歳代 N=68

30歳代 N=122

40歳代 N=141

50歳代 N=151

60歳代 N=214

70歳代 N=214

80歳以上 N=79

問題ではない どちらかといえば問題ではない どちらかといえば問題だと思う 問題だと思う 無回答



72 

 

 

 

 

「４．違法な情報発信者に対する監視・取締を強化する」が８２．１％と最も高く、次いで「３．プロバイダに対

し、情報の停止・削除を求める」が７６．２％、次いで「２．インターネット利用者やプロバイダ等 に対して、個人

のプライバシーや名誉に関する正しい理解を深めるなど、適切にインターネットを利用する能力を身につける

ための教育・啓発を推進する」が６７．４％となっている。 

 

 

  

65.0

67.4

76.2

82.1

39.1

0.5

4.5

3.6

3.0

60.0

61.3

77.4

81.9

34.5

0.9

4.5

3.8

1.3

70.3

73.4

76.8

83.8

43.5

0.2

4.6

3.5

2.8

100.0

100.0

100.0

100.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

１．インターネットによる人権侵害を受けた人のための相談体

制を充実する

２．インターネット利用者に対して、個人のプライバシーや名誉

に関する正しい理解を深めるなど、適切にインターネットを利

用する能力を身につけるための教育・開発を推進する

３．プロバイダに対し、情報の停止・削除を求める

４．違法な情報発信者に対する監視・取締を強化する

５．表現の自由に関わる問題であり、対策には慎重な対応が

必要である

6．特に必要なことはない

7．わからない

8．その他

無回答

全体N=1008 男性 N=447 女性 N=542 その他 N=2

問 23 インターネット上の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

あてはまる番号すべてを記入してください。 

単位：％ 
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単位：％ 

 
10,20 歳

代  

【N=68】 

30 歳代  

N=122】 

40 歳代 

【N=141】 

50 歳代 

【N=151】 

60 歳代  

【N=214】 

70 歳代 

【N=214】 

80 歳代 

以上 

【N=79】 

インターネットによる人権侵害を受けた人の

ための相談体制を充実する 
60.3 64.8 63.1 69.5 70.6 64.0 60.8 

インターネット利用者やプロバイダ等に対し

て、 
82.4 68.9 70.2 65.6 65.9 66.4 67.1 

プロバイダに対し、情報の停止・削除を求め

る 
69.1 73.0 79.4 84.1 80.8 74.8 68.4 

違法な情報発信者に対する監視・取締を

強化する 
80.9 85.2 83.0 88.7 86.9 77.6 74.7 

表現の自由に関わる問題であり、対策には

慎重な対応が必要である 
54.4 39.3 38.3 35.8 38.8 36.4 45.6 

特に必要なことはない 0.0 1.6 0.0 0.0 0.5 0.9 0.0 

わからない 0.0 1.6 5.7 2.6 4.2 8.4 5.1 

その他 7.4 1.6 5.7 4.6 2.3 2.3 5.1 

無回答 0.0 0.0 0.0 1.3 1.4 3.7 8.9 
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 感染症患者の人権について  

 

 

 

ＨＩＶ感染者について「問題だと思う」ことがらの比率をみると、「ア．病院で治療・入院を拒否されること」

「キ．本人に無断で感染を他人に知らせること」がともに９０．２％と最も高く、次いで「ク．じろじろ見たり、避け

たりすること」が８７．９％であった。 

新型コロナウィルス感染者について「問題だと思う」ことがらの比率をみると一部を除いて各ことがらにつ

いて大きな差異はなかった。「結婚拒否や離婚をせまられること」が８５．８％で最も高く、次いで「カ．就職や

仕事の内容、待遇で不利な扱いを受ける」「キ．本人に無断で感染を他人に知らせること」「ク．じろじろ見た

り避けたりすること」がともに８５．６％であった。 

ハンセン病回復者について「問題だと思う」ことがらの比率をみると「ア．病院で治療・入院を拒否される

こと」が８７．６％で最も高く、次いで「キ．本人に無断で感染を他人に知らせること」が８７．３％であった。 

 

 

■HIV 感染者について 

 

 

  

5.7

8.6

16.6

7.7

14.8

7.3

4.9

7

90.2

86.8

78.4

87.2

79.8

87.2

90.2

87.9

4.2

4.6

5.1

5.1

5.5

5.5

5

5.1

0% 50% 100%

ア．病院で治療・入院を拒否されること

イ．家族や親戚からつきあいを拒絶されること

ウ．結婚拒否や離婚をせまられること

エ．住宅を容易に借りることができないこと

オ．宿泊や施設の利用を拒まれること

カ．就職や仕事の内容、待遇で不利な扱いを受けること

キ．本人に無断で感染を他人に知らせること

ク．じろじろ見たり、避けたりすること

問題ではない 問題だと思う 無回答

問 24 HⅠV 感染者、新型コロナウィルス感染者、ハンセン病回復者やその家族に関する次のア～ク

のことがらについてどう思いますか。 
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■新型コロナウィルス感染者について 

 

 

 

■ハンセン病回復者について 

 

 

 

7.4

7.5

6.2

7.5

20.3

5.9

6.3

6.3

84.8

84.5

85.8

84.2

71.4

85.6

85.6

85.6

7.7

7.9

8

8.2

8.2

8.5

8

8.1

0% 50% 100%

ア．病院で治療・入院を拒否されること

イ．家族や親戚からつきあいを拒絶されること

ウ．結婚拒否や離婚をせまられること

エ．住宅を容易に借りることができないこと

オ．宿泊や施設の利用を拒まれること

カ．就職や仕事の内容、待遇で不利な扱いを受けること

キ．本人に無断で感染を他人に知らせること

ク．じろじろ見たり、避けたりすること

問題ではない 問題だと思う 無回答

3.6

4.3

6.9

4

7.2

4.4

3.6

5

87.6

86.5

83.7

86.5

83.2

86.1

87.3

85.7

8.8

9.2

9.3

9.5

9.5

9.5

9.1

9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア．病院で治療・入院を拒否されること

イ．家族や親戚からつきあいを拒絶されること

ウ．結婚拒否や離婚をせまられること

エ．住宅を容易に借りることができないこと

オ．宿泊や施設の利用を拒まれること

カ．就職や仕事の内容、待遇で不利な扱いを受けること

キ．本人に無断で感染を他人に知らせること

ク．じろじろ見たり、避けたりすること

問題ではない 問題だと思う 無回答
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 人権侵害を受けた経験や対策について  

 

 
 

今までに「人権侵害をされたと思ったことがない」と答えた人が約半数。「ある」と答えた人が３割であっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「２．仲間はずれ、いじめ、嫌がらせを受けた」が６８．３％と最も高く、次いで「１．あらぬ噂をたてられたり、

他人から悪口や陰口を言われた」が５３．０％、次いで「６．学校、職場、地域において、不当な待遇や言動を

受けた」が４８．０％であった。 

  

53.0%

68.3%

34.0%

14.7%

14.3%

48.0%

19.7%

15.3%

11.3%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

１．あらぬ噂をたてられたり、他人から悪口や陰口を…

２．仲間はずれ、いじめ、嫌がらせを受けた

３．名誉、信用を傷つけられたり、侮辱された

４．社会的地位、慣習、脅迫などにより、意に反する…

５．人種、信条、性別などにより不平等または不利益…

６．学校、職場、地域において、不当な待遇や言動…

７．プライバシーを侵害された

８．暴力をふるわれた

９．性的嫌がらせ（セクシャルハラスメント）を受けた

無回答

問 25 今までに、自分の人権が侵害されたと思ったことがありますか。 

あてはまる番号を記入してください。 

問 26 問 25 で「１．ある」を答えた方におたずねします。どのような人権侵害でしたか。 

あてはまる番号すべてを記入してください。 

ある

29.8%

ない 51.4%

わからない

16.5%

無回答 2.4%
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「７．何もせずに我慢した」が５５．７％と最も高く、次いで「２．身近な人に相談した」が４２．７％、次いで

「１．相手に抗議した」が３１．３％であった。 

 

 

  

31.3

42.7

15.7

2.3

5.7

0.7

55.7

11.0

6.7

0.7

30.3

37.6

12.8

0.9

3.7

0.0

56.0

15.6

5.5

0.9

31.7

45.7

17.2

3.2

7.0

1.1

54.8

7.5

7.5

0.5

0.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

50.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

１．相手に抗議した

２．身近な人に相談した

３．学校や職場の相談窓口に相談した

４．弁護士に相談した

５．法務局、県、市、警察などの行政機関に相談した

６．ＮＰＯなどの民間団体に相談した

７．何もせず我慢した

８．忘れた・わからない

９．その他

無回答

全体N=1008 男性 N=447 女性 N=542 その他 N=2

問 27 問 25 で「１．ある」を答えた方におたずねします。人権侵害を受けたときに、どのように対応し

ましたか。あてはまる番号すべてを記入してください。 
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 人権問題の啓発活動について  

 

 

 

障がい者の人権問題では「１．小学校で受けた」が２８．０％と最も高く、次いで「７．はっきりおぼえていな

い」が１８．３％、次いで「５．職場の研修で受けた」が１７．１％であった。 

日本に居住している外国人の人権問題では「８．受けたことがない」が３３．０％と最も高く、次いで「７．はっ

きりおぼえていない」が２３．７％、次いで「５．職場の研修で受けた」が１２．１％であった。 

同和問題（部落差別）では「１．小学校で受けた」が２９．２％と最も高く、次いで「２．中学校で受けた」が２

１．９％、次いで「６．人権尊重のまちづくり懇談会（自治会）で受けた」が１６．７％であった。 

性的マイノリティの人権問題では「８．受けたことはない」が５４．３％と最も高く、次いで「７．はっきりおぼえ

ていない」が１４．５％、次いで「５．職場の研修で受けた」が１２．５％であった。 

ＨＩＶ陽性者の人権問題では「８．受けたことはない」が４８．８％と最も高く、次いで「７．はっきりおぼえてい

ない」が１７．３％、次いで「不明」が９．５％であった。 

ハンセン病回復者およびその家族の人権問題では「８．受けたことはない」が５２．５％と最も高く、次いで

「７．はっきりおぼえていない」が２０．０％、次いで「不明」が９．１％であった。 
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小学校で受けた 中学校で受けた 高校で受けた 大学、短大、専門学校で受けた 職場の研修で受けた

人権尊重のまちづくり懇談会

（自治会）で受けた

はっきりとおぼえていない 受けたことはない 無回答

問 28 これまで、学校・職場・地域などで、次のア～カにあげる人権学習を受けたことがありますか。

あてはまる番号すべてを記入してください。 



79 

 

 

 

 

「どんな内容か知っている」「内容は知らないが聞いたことがある」を合わせた比率でみると、「キ．世界人

権宣言」が６８．５％（前回平成２８年：４７．２％）と最も高く、次いで「イ．近江八幡市男女共同参画推進条

例」が６３．１％（前回平成２８年：４８．３％）、次いで「ク．子どもの権利条約」が５５．９％（前回平成２８年：３

１．８％）であった。 

 また、比較可能な法律、条例について、前回調査の「どんな内容か知っている」「内容は知らないが聞いた

ことがある」を合わせた比率と比較すると、全て前回調査を大きく上回っていた。 
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近江八幡市人権擁護に関する条例（平成24年策定）

近江八幡市男女共同参画推進条例（平成24年策定）

人権教育及び人権啓発の推進に関する法律（平成12

年施行）

障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（平

成28年施行）

部落差別の解消の推進に関する法律（平成28年施行）

本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向

けた取組の推進に関する法律（ヘイトスピーチ解消…

世界人権宣言（昭和23年）

子どもの権利条約（平成６年批准）

国際人権規約（社会謙規約・自由権規約）（昭和54年

批准）

どんな内容か知っている 内容は知らないが、名称は聞いたことがある 知らない 無回答

問 29 次のア～ケの人権に関する法律、条例等について、どの程度知っていますか。 

１～３の中からあてはまる番号を記入してください。 


